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は じ め に

大阪府の北部に位置する三島地方は、悠久の淀川の流れによって育まれた

地味豊かな土地柄に加え、東西に開かれた交通の要衝 としても発展 してきた

ところであります。それゆえに、旧石器時代以来、じつに数多 くの遺跡がの

こされており、まさに埋蔵文化財の宝庫 ともいえる地域であります。この三

島の東半部を占める高槻市では、これまでに120カ 所以上の遺跡が確認され

ていて、そのなかには史跡今城塚古墳・阿武山古墳・嶋上郡衛跡をはじめ、

著名なものだけでも郡家今城遺跡・安満遺跡・高槻城跡など、枚挙に暇があ

りません。

こうしたなかで、高槻市教育委員会では一昨年の秋より、高槻市上土室に

おきまして新池遺跡の発掘調査を実施 し、埴輸窯・工房・工人集落などの貴

重な遺構を多数検出しました。そして平成 2年 3月 24日 には新池遺跡発掘調

査報告会「 よみがえるハニワのふる里」を開催 し、調査成果の概要を報告す

るとともに、和田率・和田晴吾のお二方の先生にご講演をいただいたところ

であります。

この冊子は、新池遺跡の発掘調査を契機 として、さらに一人でも多 くの方

々に文化財に対する理解を深めていただければと思い、取 りまとめたもので

あ ります。最後に新池遺跡の調査にご協力いただいた関係各位に心から感謝

申し上げる次第であります。

平成2年 12月 28日

教育長 藪 重彦



新 池 遺 跡
発掘調査報告会

《プロローグ》

『 日本書紀』に「摂津国三島郡埴庭」 と記されている新池遺跡で、日本で

も有数の埴輪生産遺構が発見された。この三島の地には淀川北岸地域で最大

の太田茶日山古墳や真の継体陵とされる今城塚古墳、さらには狩猟埴輪群を

検出したことで有名な昼神車塚古墳など、多 くの古墳が点在 している。これ

らの古墳に立て並べられたおびただしい量の埴輪群像は、被葬者の権威の一

端をあらわすものでもあったのだろう。家・盾・甲冑・武人・巫女 。犬・猪、

これらはすべて新池遺跡で焼かれたものであった。いつ、だれが、どのよう

にして。その答は一朝一夕には出てこないだろうが、それはやがて、「なぜ

継体大王がこの地に葬られたのか」 という問題にも結びついていくに違いな

い。みなさんも、この講演会をひとつの手掛かりとして、三島地方の古代史

を綴ってみて ください。

《プログラム》

日 時 平成 2年 3月 24日 午後 1時～ 4時20分

会 場 高槻市役所  6階  大集会室

挨 拶  P Ml

講 演  P Ml

講 演  P Ml

休 憩  P M2

講 演  P M3

「

「

00-1 :05

高槻市立埋 蔵文化財調査 セン ター所長

05-1 : 35

新池遺跡にみる埴鹿」

高槻市立埋 蔵文化財調査 セン ター技 師

35′
―V2:50

古墳祭祀 と埴輪」

立命館大学助教授

50′ Vヽ3:00

00′ Vヽ4:20

冨成 哲也

森田 克行

和 田 晴吾

和田  率

大船 孝弘

「新池遺跡 と土師氏」

京都教育大学教授

〈司会〉高槻市立埋蔵文化財調査センター次長



よみがえるハニアのふ る里
― 新池遺跡発掘調査報告会 一

あいさつ

は じめま して、埋蔵文化財調査センターの冨成で ございます。足元が悪いなか、

お集 ま りいただ きま して、あ りが とうございます。

本 日は歴史講座 といた しま して、新池遺跡の調査報告会 を開催 させていただ き

ます。 とくに今 日は和 田晴吾先生 ・和 田率先生 にお越 しいただ きま して、新池遺

跡 をひ とつの手掛か りとしま して、埴輪 の生産 や古墳 の祭祀 な どについて、皆 さ

ん とともにいろいろ と勉強 してい きたい とい うふ うに考 えてお ります。 この新池

遺跡 につ きま しては、昨年の 12月 3日 に現地で説 明会 を開催 させていただ きま し

た。今回は、『 日本書紀』 とい う古い書物 のなかに、 この高槻 の上室の記事 が載

ってお りま して、その上室の一画が開発 される とい うことで、昭和 63年 9月 よ り

発掘調査 に入 りま した。調査のは うは もうあ と 1ケ月少 々で終 ろ うとしてお りま

す。 その過程 で埴輪生産 に関す る重要な遺構 をは じめ、いろんな新 しい事実が出

て きま した。 この調査の概要 につ きま しては、 これか らみなさんに報告 させてい

ただ きますけれ ども、 また詳 しい ことにつ きま しては、調査報告書や冊子な どで

みていただ く機会があろうか と思います。 いま高槻市 では、 日本の古代史のなか

で重要な位置 を占めます この新池遺跡 を どの ように保存 してい こうか と、 日夜努

力 している ところで ございます。 これは皆様方の絶大なるご声援 とご支持 をいた

だかなければ、成 し遂げ られない とい うふ うに考 えてお ります。その ときには よ

ろ しくお願 い してお きます。私の挨拶は これで終 らせていただ きますが、新池遺

跡の重要 な ところは どこか、 とい うところまでお話がすすんでいただければ、あ

りがたい と思います。それでは よろ しくお願 いいた します。～拍手～

司 会

それでは、もう 1時を過 ぎていますので、そろそろは じめさせていただ きます。

私は本 日の進行役 をつ とめます埋文セン ターの大船 と申 します。慣 れない役柄で

すが、最後 まで よろ しくお願いいた します。今回の歴史講座 はち ょっ と欲張 りま

して、三人の方 々の発表 を午後か らの半 日でや ることにな りま した。 まずプログ

ラムのほ うを確認 させていただ きます。最初 に発掘 を担 当 しま した森 田技師か ら

「新池 にみ る埴庭 (ハ ニイホ )」 とい うテーマで発表 していただ きます。 それか

らあ と引 き続 きま して、立命館大学の和 田晴吾先生の「古墳祭祀 と埴輪」 とい う



ことで講演をお願いいた します。その後10分間休憩いた します。それか ら最後に、

京都教育大学教授の和田率先生から「新池遺跡 と土師氏」 と題 して、講演 してい

ただきます。

は じめに森田技師の方から発表させていただきたい と思います。森田さんは埋

文センターで長年にわた り遺跡の調査を手掛けてこられたベテランの技師であ り

ま して、なかでも高槻城跡・岡本山古墓群な どの調査は私達の業界でも高 く評価

されてお ります。 とくに今回の新池遺跡は大規模であ りまして、これまでに 1年

半の間調査を担当 してきました。今 日は発掘現場の詳 しい話をスライ ドをまじえ

て発表 していただきます。それではよろしく。～拍手～

「新池遺跡にみる埴鹿」

高槻市立埋蔵文化財調査センター技師 森田 克行

高槻市教育委員会の森田と申します。新池遺跡の発掘調査は一昨年の 9月 から

は じめま して、 これまで足掛 3年 ということにな ります。新聞やテレビでいろい

ろ発掘の調査成果が報道されてお りますが、今 日はそれ らを簡単にまとめてお話

しさせていただきたい と思います。

まあ新池遺跡の場所な どにつきましては、あ とのスライ ドで触れたい と思いま

す。そこでまず どういったものが出てきたのかを、かいつまんでお話させていた

だきます。基本的には埴輪工房・埴輪窯 といったもので、だいたい 5世紀の中頃

から6世紀の中頃にかけての埴輸生産遺跡 としての側面がひ とつ、 もうひとつは

7世紀後半か ら 8世紀にかけましての、いわゆる考古学でいいます ところの掘立

柱の建物群からなる集落跡 という側面ですね。そういったふたつの大 きな側面が

ございます。今 日お話いた しますのは、埴輪の方でございまして、あ とのお二人

方の和田先生のお話 も、私の報告を発展させてい くかたちになってい くもの と思

います。

新池遺跡につきましては、昭和40年代に茨木市に住んでおられる免山先生が考

古学の専門誌に報告 しておられまして、私達 としましても、土室の新池の一画に

埴輪窯があるんだ ということは前々からわかってお りました。教育委員会 としま

しては、今回、そこで宅地開発がおこなわれるということか ら、確認調査を昭和62

年におこないました。その結果、 どうも、埴輪窯だけではない と、いろいろなも

のが出て くる。た とえば住居跡であるとか、あるいはた くさんの奈良時代の上器



が出て くる とか、 これは思わぬ成果があ りそ うだ とい うことで、ふつ うは埴輪窯

を掘 ってそれで終わ りなんですけ ど、いや これは全面発掘 しようとい うことにな

りま した。その対象面積 が約 30,0004rあ りま して、それで さきは ど申 しま した よ

うに一年半以上 かけて調査 しているのですが、最近 ようや く終息 してまい りま し

て、 この 4月 か ら 5月 にかけて、一段落 とい うことです。私 も正直な話、25年間

高槻 で発掘調査 して きま して、いろんな遺跡 を掘 っています。古 くは旧石器時代

のキ ャンプ地、新 しいのは高槻城 まで掘 ってお りますが、 まあ新池遺跡ほ ど、私

自身が感動 を覚えた といいますか、 これは本人がい うのですか ら間違 いないわけ

で して、ぜひ皆 さんにご報告 し、喜びを分かち合いたい と。ち ょっ とオーバーで

すが、そ ういった感 じで発掘 に携わ って きた とい うことであ ります。～笑 い～

まずは『 日本書紀』ですけれ ども、私の レジメに若干引用 してあ ります。 これ

は欽 明天皇 23年H月 の条であ りま して、朝鮮半 島にあ る任那が新羅 によって滅ぽ

される とい う記事 に関連 して記載 されているものですが、その後段 といた しま し

て、「 今の摂津国の三 島郡の埴庭の新羅人の祖先な り」 とい う一節 が ございます。

皆 さん もよ くご存知 の ように、『 日本書紀』 は奈 良時代 に編

纂 された もので して、 この「 今」 とい うのは、『 日本書紀』

が編纂 された時 と理解 された らいいのですが、文字通 り読み

ます と「摂津国の三 島郡の埴庭」 とい うところに、前段の任

那滅亡のために本国に帰れな くな った新羅の使節の後蕎 が住

んでいる とい う、奈 良時代の話 として、記 されてお ります。

ここで押 えてお きたいのは、奈良時代 に三 島郡の一画 に「埴

庭」と呼ばれている ところがあった とい うことです。「摂津国

三 島郡埴庭」 とい う順番で並んでお りますか ら、 これは もと

よ り地名 として記載 されてお ります。古代の場合、 とくに こ

のあた りは「三 島 郡 (三島評 )」 とい うふ うな呼び方がされ

てお りま して、その範 囲はいまの千里丘陵が西の端、東の端

がいまの島本町 と考 えていただければ よいか と思います。現

在 の行政単位 でいいます と、茨木市 と高槻市 と島本町を合わ

せたのが古代の三島郡の範囲であ ります。それが大宝律令の

段階だ と思 うのですが、 8世紀の初頭 に島上郡 と島下郡 にわ

かれます。 島上郡 が現在のほぼ高槻市 と島本町の範囲、島下
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新池遺跡位置図

郡がほぼ茨木市の範囲にな ります。 したがいま し

て、高槻市 と茨木市の原形 とい うのは 8世紀初頭

まで遡 るんだ とい うことなんですが、今、私が話

してお りますのは、その もうひ とつ前の話で、分

立する以前の三 島郡 (評)と して、ひ とつの地域的

なま とま りがあ ったなかで、その中心 に「埴庭」

が存在 していた とい うことにな ります。

これを考古学的 にながめます と、三島古墳群 と

い うのが、ち ょうどこの地域の中央部 に存在 して



らな ります三 島古墳群の真只中に、 この新池遺跡があ る とい う認識 が第一 にあ り

ます。大阪府下で古墳群 と申 します と、古市古墳群であ ります とか、百舌鳥古墳

群な ど非常 に大 きな古墳群があ りま して、 これは もう皆 さん もよ くご存知 だ と思

うのですが、 まあ、私たちの郷土であ ります高槻あ るいは茨木の地 に も三 島古墳

群 とい う立派 な ものが ございます。 しか もそのなかには継体天皇、 もしくは継体

大王 と呼がべ きもので しょうが、そのお墓が含 まれています。現在、継体陵は太

田茶臼山古墳 に比定 されてお りますが、考古学的 に も、あるいは文献史家の多 く

の方 々も、高槻 にある今城塚古墳 が真実の継体天皇陵だ とい うふ うに学問的な結

論 が一応あたえ られてお ります。いずれに しま して も、今回、私 が掘 りま した新

池遺跡 とい うのは、三 島古墳群の中心部 にあ るんだ とい う認識 を していただ きた

い と思います。

それで「埴庭」ですけれ ども、 これは埴輪 の「埴 (ハニ )」 と「庭 (イ オ リ)」

とい う文字 が くっついてい るわけですが、「埴」 とい うのは基本的 には「 赤 い粘

り気のあ る土」、辞書 をひいていただければ載 ってお りますけれ ども、 そ うい っ

た字 の意味合 いが ございます。「庭」 とい うのは「 いお り」ですね。粗末な家 と

か、そ うい うことなので、有名な「埴生の宿」 とい う歌の文句があ りますが、字

句その ものの意味 としては、「埴生の宿」 と「埴庭」 はほぼ同 じような意味 を も

ってい る とい うこ とな ります。 この「埴庭」はさきほ どいいま した ように、『 日

本書紀』の記述の順番 か らながめます と、 どうも地名であった らしい と。ただ、

国名 ・郡名 ときます と、ふつ う次は郷名が くるんですが、どうも独5名 としての「埴

庭」 とい うこ とではない らしい。平安時代の『和名類乗抄』 とい う書物、漢和辞

典みたいな本ですけ ど、それをひ もときま して も、摂津の島下郡、あるいは島上

郡 の郷名一覧 のなかには、「埴鷹」 とい うものは もちろん ございません。だいた

い「埴庭」 とい うのは、そんなに広 い範囲を示す単位 の地名ではなかろうと、お

そ ら く『 日本書紀』 の編者 が認識 していたのは、「 かつて、 ここで埴輪 を焼 いて

いた ところ」あるいは もっ とひ らた く言 えば、「埴土 を出す ところ」、そ ういった

意味合いでの呼称 があ ったのではないだろうか と思います。とに もか くに も、「埴

庭」 とい うのは、奈 良時代 にこの新池の近 くの地名 として残 っていた、 とい うこ

とであ ります。

現在、 この新池遺跡 を中心 とす る一帯 は「土室」といいます。「土室」の「土」

はツチですが、これはこ とも読みま して、「埴 (ハニ )」 に通 じるものであ ります。
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「室 (ム ロ)」 も基本的には「庭 (イ オ リ)」 と同 じです。家であるとか一定の小

さな地域をさす ということで、これも現在のこってお ります「土室」 という地名

と『 日本書紀』に記されてお ります「埴鷹」はまった く同じような字の意味合い

をもつのだ という、そういったことからでも「埴庭」 というのは、新池周辺の上

室地域をさしていると言えるか と思います。そ して、その上室地域の一画を発掘

すれば、埴輪を焼いた窯が出てきた ということです。

まあ、答えか らいいます と、これまでの発掘で確認 しました埴輪の窯は18基で

ございます。遺構図をみていただきます と、左下の方に埴輪窯 A群、その上にB

群、 C群 と書いてあ ります。A群 というのは 5世紀中頃の埴輪窯で、 3基 ござい

ます。 B群 というのは、これは 5世紀後半の埴輪窯であ りまして、現在.5基確認

されてお ります。C群 と申 しますのは 6世紀代の埴輪窯であ ります。考古学では、

出て くる埴輪の調整の仕方であ ります とか、焼 き方であ ります とか、形態な どで

序列をつけて、個 々の埴輪の時期を相対的に決めてい くわけですが、この C群の

埴輪 と高槻市の郡家の西にあ ります今城塚古墳の埴輪がまった く同 じ手法、同じ

調整、同 じ形態なのであ ります。 もっと端的に申します と、新池遺跡か ら「舟」

のヘラ記号が発見されてお りまして、それ と今城琢古墳で採集されました埴輪に

同 じ「舟」のマークが記されてお りました。これを今風に言います と、この「舟」

のマークは「新池ブラン ド」のひ とつだ ということにな りましょうか。ただ新池

遺跡から出て くるヘラ記号は「舟」だけではないのですが、少な くとも、その中

に確実に「舟」のマークが含まれているということで、これはまさにC群の埴輪

窯で焼かれた埴輪 と、今城塚古墳から出てきた埴輪が同 じ製品だ ということがい

えるか と思います。ち ょっと話がそれましたけ ども、新池遺跡ではA群・B群・

C群合わせて18基の埴輪窯が 5世紀中頃か ら 6世紀中頃までのおよそ100年間に

わたって断続的に営まれていた ということであ ります。

それに加えまして、 5世紀代の工房跡が 3基検出されました。埴輪は粘上をひ

ね りまして、形づ くっていきます。いちばんポピュラーなものは、円筒形の埴輸

であ ります。そのほか、家形であ ります とか、あるいは盾 とか甲冑などの武器類

の埴輪をつ くった りします。要するに埴輪製作の仕事場が工房になるわけです。

そういったものが、今回発見されてお ります。それもいまの段階では、 日本で一

番大 きな規模を誇っていると思われます。私 もこの発掘に入るまえにある程度そ

ういった ものの検出が予想できるということで、事前に若干の勉強は したつもり



だったのですが、予想 をはるかに上回 る規模の工房跡 が検 出で きた とい うことで、

非常 に驚いているわけなんですが、ち ょうどいまか ら― 力月 ぐらい前 に茨城県で

す とか、埼玉県・群馬県な どの遺跡 をみてまい りま した。あち らの方は戦前か ら

埴輪の窯 とい うのがた くさん調査 されてお りま して、そ して群馬県本郷埴輪窯跡

や茨城県馬渡埴輪製作跡 な ど、そのい くつかの ものが国の史跡 として保存 されて

お ります。それを勉強 しなければ と思 って見 に行 ったのですけ ど、 まあ小 さいわ

けですね。当時の普通の竪穴住居 が一辺 4mか ら 5m位の方形の浅 い掘 り込みの

なかに屋根 をかけて住むわけなんですが、関東の埴輪工房 は基本的 には、その形

態 を守 っている とい うんですか、その程度の規模で埴輪 をつ くっているわけなん

ですね。 ところが今回、新池遺跡で出てまい りま した 3号工房な どは一辺が 12.8

mと 10.7m、 面積で言 います と1374fご ざいます。だか ら関東 で これまで確認 さ

れてお ります埴輪工房の 4倍か ら 5倍の床面積 があ ります。 これは非常 に驚 きな

わけですが、 それだけではな くて、普通の工房跡 とい うのは 4本の柱 を建てま し

て、それに桁 と梁 を渡 して屋根掛けす る という簡単な ものですけれ ども、あ とで

ス ライ ドでお 目にかけますが、新池遺跡の場合は合計 10本の柱で屋根 を支 えてい

る とい うことであ ります。 しか も面積で 4～ 5倍ですか ら、その屋根の大 きさ と

い うことにな ります と、容積的 には倍 々にな ってまい りますか ら、そ ういった大

屋根 を支 える とい うことで、それぞれの主柱 は 2本 1組に した特殊 な柱 を用 いて

いることが解 ってまい りま した。

また新池遺跡では これ らの遺構 に加 えま して、いわゆる工人集落 を検 出 してい

ます。集落の在 り方 としま しては普通の もの と変わ らないのですが、住居跡の中

に埴輪のかけ らがポ コポ コ と出て くるわけなんですね。農業 しなが ら生活 してい

る といった集落遺跡 であ ります と、発掘 しま して も埴輪 な どは出て くるものでは

ないのですが、 これは工房跡 と同 じ丘陵の上 にあ ります し、時期 が同 じで、 しか

も出て くる埴輪 もまった く同 じ種類だ とい うことで、埴輪生産 に携わ っていた人

達 がそ こに住 んでおったのだろう、 とい うふ うな ことが考 え られます。そ うしま

す と、埴輪窯 と工房跡 と工人集落 をセ ッ トで確認で きた ことにな るわけです。 こ

れまで 1年半以上の期間をかけて発掘 してお りますが、やは リー度 に掘 る とい う

ことの意味合いが非常 に大 きいんだなあ とい うことであ りま しょう。小規模 な範

囲を繰 り返 し繰 り返 し掘 ってい きます と、家が一軒 出て きた、ハ イまた出て きま

した、 とい うかたちになって、なかなか全体像がつかめません。 これを新池遺跡



の場合 にあてはめます と、窯跡群の配置が判 明す るまえに工房跡 を掘 り切 って し

まった り、あ るいは埴輪窯の消滅後 に工房跡 を検 出す る とい うことにな りかねま

せん。そ うします とこれ らの遺構群が一度 に展開 してい る様子 を 目の当 りにす る

ことがで きな くなって しまいます。そ ういった ことですので、大規模発掘は文化

財の破壊 とい う意味では非常 に心苦 しいんですけ ども、そ こか ら出て くる事実 を

くみ取 るうえでは非常 に大 きな成果があがって くる とい うこ とが言 えるだろうと

思います。

今回は埴輪窯 の B群 。C群につ きま しては、それに伴 います工房跡 は検 出で き

なかったのですが、 5世紀 中頃の埴輪窯 A群 と工房跡 と二人集落は、 これは もう

基本的 にはセ ッ トであるわけで、 これが新池遺跡 にみ る「埴鷹」の実態だ とい う

こ とがで きます。 これを もう少 し具体的 にいいます と、「埴庭」の当初 の姿 とい

うのは、埴輸窯 3基 。大規模 な工房 3棟 。竪穴住居群か らな っている とい うこと

にな ります。住居群では 14軒ほ ど検 出 してお りますが、重複 してい るのが
デ ざ
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ますので、計算 しなお します と、多分 5軒か ら多 くて 7軒 ぐらいの集落であ った

だろうと思われます。そ して、それ らが本来一つの 目的のために埴輪 を生産す る、

しか もその埴輪 を畿 内の大王陵級の古墳 に供給 しているシステムのひ とつをこれ

だけの分量の遺構 が示 している、あ らわ している、 とい うふ うに考 え られ るわけ

です。

新池の埴輪生産遺跡 が一体 どの ような理 由で この地 に成立 したのか とい うこと

にな ります と、 これは後 々、お二方の先生 も触れ られ るか とも思いますので、詳

しくは述べませんけれ ども、おそ らく三島古墳群の中央部 にあ ります太 田茶臼山

古墳、 これは全長220mを測 ります大 きな前方後 円墳 ですが、そ この埴輪 を宮 内

庁あ るいは茨木市の教育委員会が若干調査 してお りま して、それ らと見比べます

と、 どうもA群窯 の埴輪 が大 田茶 臼山吉墳 に供給 されていただろうとい うことが

解 ってまい りま した。まあそ ういった太 田茶臼山古墳の造営が契機 とな りま して、

この新池遺跡 が形成 されたのだ とい うことであ ります。 また新池の埴輸づ くりは

このあ と 6世紀 中頃まで続け られていた ことも分 ってお りますが、あま り時間が

ございませんので、 このあ とは調査の成果 をスライ ドで振 り返 ってみたい と思い

ます。



スライ ド1

スライ ドー 1

上方から左下へのびていますのが名神高速道路であ りま して、左下にみえます

古墳が太田茶臼山古墳、右にあ りますのが、継体大王の陵 と考えてお ります今城

塚古墳であ ります。新池遺跡はやや左側の丘陵の上になるか と思います。手前の

古墳が帆立貝式の番山古墳です。近年藤原鎌足の墓ではないか と再び騒がれてお

ります阿武山古墳がもう少 し左側の山の上にあ ります。そ してその山麓一帯に後

期の塚原古墳群がひろがっております。また新池遺跡のすぐ東にあります南平台

丘陵には前期から中期にかけての弁天山古墳群があります。要するに、この三島

古墳群の中心部 に新池遺跡 があ る、 とい うふ うに理解 していただいた ら結構 か と

思います。

スライ ドー 2

ち ょうど新池遺跡 を南の方か らみた ところであ ります。 中央 にみえます丘陵の

ほぼ全域 が、今回の調査対象 とい うことで発掘 いた しま した。だいたい30,000r

の広 さだ と考 えていただいた らよいか と思います。 この丘陵は地質学でい うとこ

ろの中位段丘 に相当するもので して、標高は47mか ら62mであ ります。左側 に池

が 2つ並 んでいますが、手前の小 さな方が、「新池」 とい う農業用 の溜池です。

この池の東の斜面地でかつて埴輪片が採集 されま して、遺跡 の発見 と報告があ っ

10



た ということです。

スライ ドー 3

これは I区の全景であ ります。ち ょ

うど丘陵の東半分にあた りまして、左

側が北、右側が南にな ります。ち ょっ

と分か りに くいかも知れませんが、 5

世紀代の竪穴住居14棟のはか、 7世紀

か ら 8世紀 にかけての掘立柱建物 を20棟ちか く検 出 しています。 とくに竪穴住居

群は南半部 に集 中 して発見 されま して、そのあた りか ら埴輪片や須恵器 な どが出

土 しています。 この住居群 を埴輸工人の集落 と考 えています。

スライ ドー 4

住居跡 2を南側 か らみた ところです。大部分が削平 されていますので、状態 は

あま り良 くあ りません。一辺約 6mの方形の もので、床面 にみえます 4本の柱 を

中心 に して、屋根 を支 えています。 また壁際に沿 って溝がめ ぐっているのが分 か

るか と思います。新池遺跡 では こうした形態の竪穴住居をAタ イプ と呼んでいま

スライ ド2

スライ ド3
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す。 また右の手前 に簡単なつ くりの カマ ド

がみえます。

スライ ドー 5

これ は住 居跡 3を南側 か らみ た もので

す。 この住居跡は一辺 4mあ ま りで、少 し

小 さい ものです。床面 には柱穴 もあ りませ

ん し、周囲の溝 もあ りません。 ここでは B

タイプの住居跡 と呼んでいます。なお この

住居跡 3か らは東海地方の台付甕が出土 し

ていま して、興味 をひ きます。

スライ ドー 6

住居跡 15を 西側か ら撮 った ものです。長

辺 が 5m、 短 い辺 が4.2mで、やや長方形

にな っています。柱は中軸線の ところに 2

本みえています。 また東のは うには周溝 も

わずかにみ られます。 これを Cタ イプ と呼

んでいます。新池遺跡で この二人集落 を全

部掘 り切 っていますので、 タイプ別 に数 え

ます とAが 8軒、 Bが 6軒 (こ の うちの 1

軒 は新 しい )、 Cが 1軒 とな ります。 ただ

遺構図に示 しています ように、住居跡 同士

が重複 しているのがあ りますので、 これ ら

を整理 します と、 さきほ ど申 しま した よう

な 5軒か ら 7軒の住居か らなるこの工人集

落 が 5世紀 中頃 か ら後半 にかけて の時期

に、 2度 にわた って営 まれていた ことが考

え られます。

スライ ドー 7

これは住居跡 2の カマ ドを断ち割 って調

査 している ところです。焼け上の層が上下

2段にな っているの と、それぞれの上面 に
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壊れた甕が見えるか と思いますが、これは一度つ くり変えられた事を示 していま

す。真ん中にある石は 2回 目のカマ ドに設置されていた台石です。

スライ ドー 8

これは住居跡14で検出したカマ ドです。台石のうえに甕がそのまま据わってい

るのが分か ります。ち ょっと珍 しい写真だ と思いまして、お 目にかけま した。

スライ ドー 9

工区の航空写真であ ります。 I区の西隣で、ち ょうど「新池」 との間です。 I

区 と同 じように左が北、右が南です。右端の斜面地にみえますのがA群の埴輪窯

で、丘陵のうえには工房跡が 3棟、整然 と並んでお ります。右から左へ 1号 ・ 2

号・ 3号 と呼んでいます。 3号工房の左下にあるのは 6世紀後半の横穴式石室を

もつ直径約 10mの古墳です。また「新池」の岸に沿って溝状の白線が何本 もみら

れますが、 これは発掘 してお りませんけ ど、B群窯 と呼んでいる埴輸窯 とC群窯

と呼んでいる埴輸窯であ ります。 3号工房の東には梁行 3間 ・桁行 7間の大規模

な掘立柱建物がみえます。 この建物は 7世紀後半以降のものです。

スライ ドー10

A群窯を正面か ら撮った ところであ りまして、 3基がはぼ平行 して並んでお り

ます。右から 1号窯 ・ 2号窯 ・ 3号窯 とな ります。いずれも窯の上端の煙 り出 し

は削 られてな くなっていますが、いまのこっている部分だけでも7mか ら8mご

ざいます。本来は10mぐ らいあっただろうと考えられます。また 1号窯 と2号窯

スライ ド9
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では焚 き回付近 に段差 がみ られますが、遺構の観察の結果、 これは窯の廃絶後 に

起 こった地震 による地滑 りの跡 と考 え られています。その両端 にみ られる遺構 は

排水溝です。埴輪 を焼 きますのに800度 か ら900度 ぐらいに温度 をあげますので、

雨水の処理 とか湿気 を防 ぐために、設定 されていた ものです。窯 と同様 にうえの

方 が削 られてお りますが、本来 は 3基の窯 を取 り囲むために、「 コ」字状 につな

が っていた とみて間違 いないで しょう。

スライ ドー 11

2号の埴輪窯 です。与つ う発掘 します と皆 さんにお 目にかけますのは、最終的

に掘 り切 って しまってか らどうぞ見て ください とい うことにな りますが、 これは

調査途中の写真であ ります。本来は この検出面の うえに腐食上が流れ込んでお り

ま して、それを丹念 に とり除いた後の天丼 が崩落 した状態の様子 を撮 った もので

あ ります。そ して、 この天丼材 を調べてい きます と、なかに藁 くずの痕跡 がた く

さん検 出されま した。藁 くずが認め られた とい うことは、 どうい うことか といい

ます と、窯の天丼 は土壁の ようにつ くっていた といえるわけであ ります。埴輪窯

の構造 には、斜面地 をまった く トンネルの ように到 りぬいて築 く地下式 と、斜面

地 を樋状 に掘 りま して、天丼だけを架構 す る半地下式 があるのですが、 A群は 3

基 とも半地下式であった と考 え られます。

スライ ドー 12

これ も 2号窯で、崩落 した天丼材 を全部取 り除いて、床面 を検 出 した ところで

あ ります。窯の幅は1.4mで、長 さの割 りには狭 く、全体の形 としてはス リムな
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印象を うけます。床面は基本的 に 1枚 と考 え られま して、厚 く堆積 した焼土層 か

らはた くさんの埴輪 が小 さなかけ らにな って出てまい りま した。本来、 円筒形の

埴輸 とか、形象埴輪 な どは傾斜 した床面 に立て並べて焼 くのですが、出て くる埴

輪片のほ とん どは、焼台な どの窯詰めの用具 として 2次使用 されていた もの とみ

ています。最終的 には整理 してみない とわか らないんですが、あま り接合で きな

いだろ う、 と私は考 えてお ります。 また床面 とか壁面 とかの色 を見ていただいた

らわか るのですが、 まった く埴輪 と同 じ赤 っぽい色を しています。須恵器 といっ

て、 この時期 に朝鮮半 島の方 か ら新たな技術が入 って きてつ くられた土器があ り

ますが、それを焼 く窯は全部黒 っぱい灰色で極めて堅 く焼 き しまっています。須

恵器 も埴輪 も同 じような登 り窯、正式 には客窯 (ア ナガマ)と 言 いますが、 まあ

それで焼 くわけです。 ところが埴輪の場合は、その当初 か ら赤 く焼 くとい うこと
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がやは り大 きな使命 としてあったようで、工夫すればい くらでも固 く焼けるので

すが、 どうもこのA群窯をみている限 りでは、須恵質に焼 きしまった灰色の埴輪

というのは、彼 らの 目ざす ところではなかったように思われます。

スライ ドー13

これはB群窯 とC群窯の検出状況で、北側か ら撮ったものです。奥にみえます

のがB群窯で、 5世紀後半の埴輪窯が 5基あ ります。手前が C群窯で、 6世紀の

埴輪窯を10基確認 しています。またB群窯には全長が15m以上のものがあ ります

し、 B群窯のなかにも12m以上の ものが数基み られます。 このB・ C群窯につき

ましては本格的な調査はおこなっていませんが、 トレンチ調査の結果から判断い

た します と、 どうも地下式であった と思われます。ですからA群 とBoC群 とで

は立地する場所 も違えば、 どうも窯の構造 も違 うし、時期 も違 うということにな

ります。 したがいまして、新池遺跡の埴輪窯はまず最初に谷の入 り口につ くり、

時期が新 しくなるにつれて、谷の奥の方へ順に移ってい くというようなかたちで、

窯跡群の変遷がみられます。さきは ど関東の話をしましたけれ ども、あっちの方

は全長で 4mか ら6m程度のものが圧倒的に多 く、 どうもその程度のものが平均

的な規模であったようです。そうします と新池の埴輪窯はえらい大 きいんだなあ、

とあらためて認識 した次第であ ります。

ζ珍岳緑徴ざ総ず恐再

2号埴輪窯 平面図および断面図
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スライ ドー 14

これは C群窯 の もっ とも北 にあ ります 18号窯の灰原の一部 を調査 した もので、

東側か ら撮 っています。手前の方 に谷がのびていま して、そ こに流れ込んだ状態

で埴輪 が ぎっ しりと折 り重な って検出されま した。 これはすべて今城塚古墳 とは

ぼ同時期の、 6世紀前半の埴輪であ ります。

スライ ドー 15

これは 3号工房跡で、南か ら撮 っています。 いま人が立 っていますのは主柱の

ところで、いわば 8本の柱 を表現 しています。 そのはかに も、 この中軸線上 に 2

カ所の棟持柱 があ ります。人が並 んでいる状態で、だいたいの大 きさが分かって

いただけ る と思いますが、 これが、 さきは どもいいま した ように、 日本で最大の

埴輪工房で、東西が 12.8m、 南北 が10.7mあ ります。右下の人の前 にある柱穴 を

見て もらった らいいのですが、 2つの柱の痕 が認め られます。あ とでまた大 き く

写 した写真 をお 目にかけますが、両端 に位置 します棟持柱 とすべての側柱 に、そ

ういった 2本 を 1組に した特殊な柱 を埋 め込んでお ります。建物の骨組 としま し

ては、これ らの柱の上 に横材 を架けますが、とくに棟の方 向に平行す るものを桁、

直交す るものを梁 といいます。 これ らの 2つの穴は桁 に対 して必ず直交 してお り

スライ ド14
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スライ ド15

ます。具体的に申します と、 3号工房は東西方向に棟をもってお りますので、 2

つの柱穴はすべて南北に接 して並んでいるわけです。それに対 しまして 1号 と 2

号の工房は南北に長辺が くるというように建て られてお りまして、 この 2本 1組

の柱の痕は例外な く東西方向に並んでお りました。要するに、この特殊な柱の上

に桁や棟木を架けやす くするための配置になっているということで しょう。 しか

も妻側の柱の痕を直線でむすびます と真ん中の柱の痕が外側にわずかに突出 して

まい ります。 これは梁を架けてからその外側に棟持ち用の柱を立てていると思わ

れます。そうします と梁筋 よりも棟が外にでてきますので、おそらく入母屋式の

構造に復元できるだろうと考えられます。つぎに床面を見ていただきます と、た

くさん穴があいてお ります。その中に埴輪が突っ立っていた り、粘上が入ってい

るものがあ りま して、作業用のビッ トとみられます。 これについてはあ とで触れ

たい と思います。

スライ ドー16

これが 2本 と組になった柱の痕であ ります。我々の常識であ ります と、まずこ

うした状況では、柱を立て替えたのだろう、屋根を葺 き替えたのだろう、 という

ような発想にな ります。けれ ども 3つの工房跡のすべての側柱に 2つずつの柱の

痕があるということと、それぞれが切確に重な り合っておらず、 しかもその配置

に規則性があること、各工房の周溝が 1本 しかな く建て替えた痕跡がみられない

ことな どか ら考えます と、当初から 2本ずつ柱を立てていたのは間違いのない と

Ｏ
Ｏ
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ころだ と思われます。

スライ ドー17

これは 1号工房を東狽1か ら撮ったものです。竪穴の中に埴輪がゴロゴロと転が

っておるという状態で出てまい りま した。床面の ところどころに柱穴 より若干浅

い穴がい くつ もあいているのがみえるか と思います。 この中には粘土あるいは埴

輪のかけらが入ってお ります。 どうもこういったものは、作業用のビッ トだろう

と思われます。おそ らく、このす ぐそばで粘土をひね りながら埴輪をつ くってい

た と考えられます。そ して余った粘土をこの穴に入れた り、あるいはこの穴の中

に入っていた粘土を補助材 として接合面な どに塗 り付けた りしていたので しょ

う。さきほ ど話 しま した柱を立てる穴は深さが70clllか ら80clllほ どあ りまして、大

きな屋根を支えるために深 く掘っていますが、作業用のビッ トは直径が40clllか ら

50clll、 深さはだいたい20clll～ 30clllで、むやみに深 く掘ってお りません。こうした

作業用ビッ トは各工房で10数力所ずつ検出 しています。また床面や周溝のなかに

白いものがあ りますが、これ らは、周溝に横たわっている円筒埴輪 と同様、最終

的に棄て られて放置されたものです。

スライ ド16

3号工房跡平面図

スライ ド17 スライ ド18
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スライドー18

これは 3号工房の作業用ビットのひとつです。なかに立っています円筒埴輪は

容器の一種として禾!用 されているものでして、かならず上下のどちらかが欠けて

いたり、なかには両方とも欠けたものがあ ります。これらは窯|で焼き損―なった円

筒埴輪の|なかから、嗣まわ りの完全なものだけを選んで工房に持ち込んだもの|で

あります。そしてこの中に粘土あるいは粘質土といいますか、粘上に秒を撮ぜた

ものが入っております。

スライ ドー19

これも3号二房から検出されたもので、やはり円筒埴輸が出土しています。こ

れ―らの破片は全部接合できまして、さきはどお見せしましたスライ ドの埴輪とよ

く似た大きさに1復元
―
できました。

スライ ドー20

これは 1号工房の作業用ピットのひとつです。このビットには埴輪を用いた痕

跡はみられなヤヽんですが、粘上がびっしりと詰まっている様子がよくわかると思

います。

スライ ドー21

これは「新池」の南側の谷部の調査区で検出したオ戸です。円筒埴輪は本来古

墳に立て並べるものなのですけれども、ここではそれを井戸粋に転用しておりま

す。内倒|の埴輪が本来の井筒として使用 していたもので、外側の割れている埴輸

はおそらく穴を基さぐためとか、補強の意味合いがあったと思います。その中の

ほうの埴輪に|、 ヘラ描きの「舟」のマークが入っておりまして|、 それが今城嫁古

墳のものと同じだということです。さきはどの工房跡とか埴輪窯は 5世紀の遺構
―

ですが、この井戸は 6世紀の埴輸を用いておりまして、若干新 しいものです。丘

陵部には 5世紀の工房はビ
ー
ざやヽますが、 0世紀の工房はみられません。 0世紀の

スライド19 スライド20
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スライ ド21

舟形のヘラ記号 井筒に用いられた円筒埴輸 (1/8)

工房は どうも谷の方へ移っていったのではないか と推測されます。

スライ ドー22

これは新池遺跡の調査結果をもとに、『 日本書紀』に記されてお ります「埴鷹」

を復元 したものであ ります。全体を西方上空から見下ろした恰好になっています。

右下に描かれていますのが、A群の 3基の窯にな ります。半地下式のイメージが

うま く表れているで しょうか。丘陵のうえに並んでいる大 きな建物は工房で、右

か ら 1号 ・ 2号・ 3号 とな ります。 3号工房だけ棟の方向が違い、規模 も若干大

きく、ほかの 2棟を従えているようであ ります。図には工房の手前の斜面に窯は

描いていませんけれ ども、発掘の結果では、 ここにあ と15基の窯が並びます。 し

か しこの復元画はあ くまでも 5世紀中頃の時点での「埴庭」であると理解 して く

ださい。右上の竪穴住居群は I区で検出 した二人集落の様子を描いています。

工房の東側に埴輪を立て並べてあ りますけれ ども、おそ らくここに乾 し場があ

りまして、その近 くにはタタラみたいに粘土を積み上げてお くような場所 もあっ

ただろうと思われます。そ して乾燥 した埴輪は広場から浅い谷筋を くだって東の

ほうか ら窯場に持ち込まれた もの と考えています。焼 きあがった埴輪は谷道をた

21



スライド22

どりま して、南西約 1血の ところにある築造 中の太 田茶臼山古墳 に運 び出 してい

ただろうとみ られます。ただ この大規模 な工房で埴輪 をつ くり、 3基の窯 を効率

よ く操業 させ ようとする と、東側 にみ られ る工人集落の規模 では小 さす ぎるよう

に思われます。だか ら、そのためには近 くにあ ります土室遺跡であ ります とか、

ツゲノ遺跡 な どの集落か らた くさんの人達 が徴用 されていた もの と思われます。

私は この工人集落 にいた人 々は直接埴輪製作 に携わ る専門工人だ と考 えていま し

て、工人の住居か ら発見 されま した東海地方の台付奏な どはその延長線上 で理解

しています。 この ような埴輪生産 のあ りかたをみます と、新池遺跡 にみ られ る

「埴庭」とい うのは、 まさに官営埴輪工房であった と結論 づけ られ るわけです。

今 日は もう時間があ りませんので一応 これで私の話 を終 ります。～拍手～

司 会

どうも森 田さんあ りが とうございま した。

新池遺跡 は大規模 に発掘 した とい うことで、いろいろな ことが分か りま した。

現在、大阪府下 に埴輪の窯跡は数 力所 しか分かっていないのですが、今回の新池

遺跡 といいますのは掘 った面積 も広 いです し、窯跡 も工房跡 も、工人が住んでい

た住居跡 も全部 明 らかになったわけであ ります。 とくに新池遺跡の場合は埴輪 を

供給 している古墳 もい くつか分かってお りますので、大 きな成果 にな る と思いま



● 。

つ ぎに和 田晴吾先生 をご紹介させていただ きます。和 田先生は京都大学で考古

学 を専攻 されま して、以前 は富山大学 に勤務 されていたのですが、現在 は立命館

大学で考古学の講座 を担当されてお られます。なかで も古墳時代が専門の先生で

ございます。今 日は「古墳祭祀 と埴輪」 とい うことで、 ご講演 をいただ きます。

それでは よろ しくお願い します。～拍手～

「古墳祭祀 と埴輪」

立命館大学功教授 和 田 晴吾

ただいまご紹介いただ きま した和 田晴吾 と申 します。本 日のテーマは、新池遺

跡の調査 を契機 に、埴輪 に関するいろいろな問題 をみんなで考 えてみ ようとい う

ことであ りま して、私 は「 古墳祭祀 と埴輪」 とい うことで話 をさせていただ くこ

とにな っています。 しか しなが ら、 この問題は、 ま ともに取 り上げます と非常 に

むずか しく、 とうてい私の手 に負 えるものではあ りません。古墳祭祀 と埴輪 と言

います と、 どう して も当時の人たちの生死観 とい うか、死後の世界観 と深 く結び

ついた ものであ ります。 ところが、考古学 は遺物や遺構 といった「 もの」 を基本

的な資料 としていますので、 どう して も精神的な もの、観念的な ものの分野が不

得意 といわざるをえません。 そ こで、 ここでは、古墳祭祀の実態やその意義、あ

るいは埴輪の意義 を考 えるために、少 し遠 回 しではあ りますが、古墳の築造過程

をは じめ として、古墳 とい う場でお こなわれた人 々の行為 をで きるだけ細か く具

体的に追及 し、そのなかか ら、それぞれの行為の意味 を考 える とい う手続 きを と

りたい と思います。 したがいま して、今回の話のまず最初は、埴輪 を製作 し樹立

す る とい うことの意味を、古墳 とい う場 を媒介 としてお こなわれた一連の行為の

なかで考 えてみ よう とい うことであ ります。

現在、立命館大学では、毎年夏休みに、京都府の丹後の加悦町で帽蓉東 1号墳

とい う古墳 を掘 っていますが、その発掘の重要 なテーマの一 つが、やは り、古墳

のつ くり始めか ら終 わ りまで人 々は どうい う行為 を どの ような手順でお こな った

のか、 とい うことであ ります。 まだまだ分 か らない ことだ らけですが、今 日はそ

の成果 も踏 まえて、考 えている ところを話 させていただ き、少 しで も責任 を果せ

れば と思 っています。

そ こで、まず、古墳祭祀 とは どうい うものか とい うことですが、それは第一 に、

，

留



亡 くな りま した地域 の首長の霊 を祀 ることである と考 え られます。 しか し、ただ

それだけではない。新 しいつ ぎの首長が、亡 くなった首長か ら霊威 を継承 し、新

しい権威 をわが もの とす る、首長権継承儀礼の祭祀ではなかったか、 と多 くの研

究者 は考 えています。 しか し、その祭祀の実態 を把握す ることは、 さきに も述べ

ま した ように、なかなか容易ではあ りません。ですか ら、 ここで古墳祭祀 と言い

ま した場合は、それ よ りももっ と具体的な ところで、古墳 をつ くる土地 を選 び、

整地 して墳丘 を築 き、遺体 を埋葬 し、 とい うような古墳 とい う場でお こなわれた

一連の行為の全体 を指す ことに したい と思います。 と言いますの も、その ような

行為の一つ一つが一定の習慣 や約束 に したがってお こなわれた と考 え られ るか ら

であ ります。上 を盛 り、督岩をふ き、埴輪 を立てる といった行為の全体が、一つ

の体系的な儀礼的行為であ った と考 え られ るわけです。そ して、その習慣 や約束

は、古墳 に葬 られた人の生前 におけ る地域での地位やヤマ ト政権 との関係の仕方、

あ るいは他地域の首長 との関係な どによってさまざまなかたちがあ り、なかなか

複雑 なのですが、当時の人たちは どこの誰が死ねば どうい うかたちで葬 られるか

をは っき りと認識 し、それを了解 していたはずなのです。ですか ら、古墳 とい う

遺跡 は、そ う した一定の約束 に もとづいた人 々の一連の儀礼的行為が整合的に蓄

積 され、眠 っている ところ とい うことがで きるか と思います。

ところで、発掘調査 と言いま した ら、普通は、マスコミな どをみま して も、金

ピカのすば らしい ものが発見 された とか、最古の ものが出て きた とか、発見 され

た個別の遺物 や遺構 を非常 に高 く評価す ることが多いわけであ ります。 しか し、

発掘 に方法論 があって、専門の担 当者がいる とい うのは、単 に遺物や遺構 を検 出

す るだけではな く、それ らに関連する情報、た とえば当時の人 々が どの ような手

順でそれをつ くったのか、あ るいはそれを どうい うふ うに使 ったのか といった情

報 を どれだけ引 っ張 り出せるかが問題だか らであ ります。そ うい う点か らします

と、幸 いな ことに、古墳の場合は、先 に述べま した ように、その場でおこなわれ

た人 々の行為 のほ とん どが一定 の約束の も とにお こなわれた と考 え られ ますの

で、集落遺跡 な どよ りははるかに偶然性の入 り込む余地 が少ないわけです。です

か ら、今後、調査の精度がますます高 くなって きます と、古墳 で実修 された人 々

の行為 を、一連の もの として、 よ りよ く把握す ることがで きる と考 え られます。

さて、具体的な話 に入 ります と、25頁 に古墳の築造過程 とい うのが書いてあ り

ます。 これを参考 に して、みなさんお一人お一人が頭 のなかで古墳 をつ くってい

９
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ただければあ りがたいのですが、少 しおおざっぱ

に順番 を考 えてみま しょう。 まず、 どこに古墳 を

つ くるかを決定す る。場所 が きま りま した ら、木

や草を取 り除 き、土地 を整 える。そ して、そ こに

墳丘 を築 き、内部施設 を構築 し、遺体 を納め る。

その後 に葺石 をは どこ し、埴輪 を樹立す る。だい

たい この ような手順が考 え られます。 しか し、実

際の ところは、た とえば、いつ葺石が与かれ、い

つ埴輪 が立て られたか も十分わか ってはいないの

です。後 円部 の頂上 にある方形埴輪列の ような場

合は、内部施設の上 に立て られていますので、埋

葬 がおわ ってか ら立て られた ことは明 らかなので

すが、墳丘外縁の平坦部や裾部の ものは どうか、

内部施設 が複数 ある場合は どうかな ど、問題はい

くつ も残 されています。

また、その左横 には 4カ所 に儀礼 と書いていま

す。 これは どうい うことか と言います と、発掘 を

しています と、途中で土器が出て きた り、上が焼

けていた り、灰 が出て きた りします。 しか も、出

て くる場所や土器の取 り扱 い方 に一定の約束 があ

ります。 したがって、それ らは きっ と、土器 を用いた り火を使 った りして、何 ら

かの儀礼 を した跡なんだろうと思われます。墳丘が築かれ る前の段階、 これはい
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古墳の築造過程

埴輪列と供献土器 (鳴谷東 1号墳)
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までいう地鎮祭的なものか と思われます。つぎは墳丘を築 き、内部施設をつ くり、

遺体を埋葬する過程の もの。 この間は 1度 とは限 りません。そ して、埋葬がおわ

った段階、あるいは埴輪の樹立されて しまった段階でのものです。墳頂部でおこ

なわれるもの もあ ります し、墳丘の裾でおこなわれるものもあ ります。

さきほ どの図では、墳丘の築造 と内部施設の構築 と遺体の埋葬の 3つが並べて

書かれていますが、 じつはこの 3つの行為は古墳によりまして手順がすこしずつ

異な ります。そこで下の図に 5つの場合を示 しておきましたが、墓穴である墓羨

をつ くるのかつ くらないのか、墓羨は掘るのかそれ とも築 くのか、また掘 る場合

にはいつそれを掘 るのかによりま して、い くつかに分け られます。上から順にみ

ていきます と墓羨を掘る場合には、墳丘を完全につ くってからあらためて墓羨を

掘るダイプ、墳丘を築 く途中で墓羨を掘 るタイプ、墓羨を掘 って埋葬をすませて

から盛上をして墳丘を築 くタイプの 3タ イプがあ ります。

また、墓羨を掘 らず、墓羨になる部分のまわ りに上を積んでそれで墓羨を築 くタ

イプのものがあ ります し、墓羨をもたないで盛上の途中に棺を置いてさらに盛土

を してい くタイプの ものがあ ります。

以上は、おもに古墳時代前 。中期の竪穴系の埋葬施設の場合を想定 したもので

すが、古墳をつ くると一 日にいいま してもその過程にはさまざまなものがあ り、

作業手順 もかな り多様であることがお分か りいただけるか と思います。 しか し、

それは多様ではあ りまして も、けっして無秩序であったのではな く、ある時期の

物 鐸
掘込墓競 a類

狐
　
　
　
　
　
紙

墓
　
　
　
　
　
墓

竪穴系の内部施設 (竪穴式石郁・粘土郁・ 棺直葬 )

・ 墓猿 あ り  掘込墓娠 a類 大阪府将軍山古墳 、奈良県東大寺山古墳

掘込墓猿 b類 岡山県月の輪古墳、千葉県山王 山古墳

掘込墓壌 c類 岡山県雲山鳥打 1号墓、兵庫県養久山 l号墳

構築墓猿   長野県森将軍塚古墳、石川県回分尼塚 1号墳

奈良県 メスリ山古墳

・墓猿 な し  無墓猿    福岡県銚子塚古墳、千葉県石神 2号墳

大阪府野中古墳、奈良県佐紀陵山古墳

横穴系の内部施設 (横穴式石宝 )

・ 墓堰 あ り  掘込墓墳 c類 福岡県鋤崎古墳、京都府御堂 ケ池 I号墳

・墓壊 な し  無墓猿    奈良県市尾墓山古墳

横 口系の内部施設 (横 日式石樹ゆ

・墓猿 あ り  掘込墓挨 c類 奈良具巨勢山323号墳

。こ塘 な し  無墓壌     奈良県高松塚古墳、奈良県石のカラ ト古墳

墓羨の諸類型『古代史復元』 6よ り
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あ る地域の人 々は、一定の約束の も

とに、お もにその社会的 ・政治的位

置 に応 じて 自らの古墳 をつ くってい

た と考 え られ るのであ りま して、そ

の約束の原理 を解 明で きれば、古墳

時代の理解 に大 きな貢献 をすること

がで きるの で は な い か と思 わ れ ま

▼ ,c

ところで、畿 内の前期・中期の主要な古墳 では、いちばん上 にあ ります「掘込

墓羨 a類」、すなわち、墳丘 を完全 につ くって しまってか ら、あ らためて墓羨 を

掘 るタイプの ものを採用 しています。その ころの代表的な内部施設 は竪穴式石蟹、

私は これをその本来の機能 にあわせて竪穴式石榔 と呼んでいますが、それを例 に

とってその手順 を説 朔 します と、 28頁の ようにな ります。完成 している墳丘の頂

部 に墓羨 を掘 り (墓羨 は しば しば 2段にな っていますが )、 棺 を置 く粘上の台で

あ る粘土床 をつ くり、棺の身を安置 し、石榔 を棺の身の高 さ ぐらいにまで積み上

げます。後の 3者は順番が入れ代わ ることもあ りますが、 この段階では上か ら 3

番 目の段階が埋葬儀礼のクライマ ックスの舞台 になるもの と考 え られます。 この

場で遺体 を棺 に納め、副葬品を手順 に したがって棺の内外 に配置す る とい うよう

な行為 がお こなわれます。 ここでは、 もっ と多 くの こ とが執 りお こなわれた可能

性 もあ りますが、現状では十分 明 らかではあ りません。そ して、権 の蓋 を し、時

に一部の副葬 品を棺の蓋の上な どに並べ、石椰 を完成 し、墓羨 を埋 め戻 します。

後でふたたび触れますが、これ らの行為 を通 して、遺体が非常 に丹念 に保護 され、

密封 され るこ とに注意 しておいて ください。

さて、以上の ような場合です と、墳丘 を築造す る とい う行為 と、墓羨 を掘 り内

部施設 を営み遺体 を安置す る といった行為は連続 していな くて もよい、そ こに時

間的空 白期間があって もよい とい うことがで きます。 しか し、つ ぎの「掘込墓羨

b・ c類」や「構築墓羨」、「無墓壊」 といった ものの場合は、墳丘 をつ くる行為

と、 内部施設 を営み遺体 を埋葬す る行為 とは不可分 に結 びついてお り、それ らは

一連の行為 として途切れ ることな くお こなわれた もの と推定 されます。 したが っ

て、後者の ような例 も少な くないなかで、畿 内の主要 な古墳 があえて前者の よう

な手順 を とっていることに意義 を見いだ したいわけであ ります。古墳は首長が死

竪穴式石柳と粘土柳 (弁天山Cl号墳)

守
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盛上 した墳頂部 より墓垢 を掘 り込む。

的な ものは 2段墓猿 をなす。

墓残の底に礫を詰め、板石を敷いた上に粘

土床 を築 く。礫は四周の溝 とあいまって排

水の機能 を果たす。石材卜の下部構造は古墳

により多様である。

割竹形木棺の身 を固定 し、まわ りに石椰の

下部 を築 き、「最終的な埋葬の場」 を整 え

る。粘土床 と石椰 下部の構築手順が入れ代

わることもある。

遺体 を納め副葬品を配 し、構の蓋 をする。

副葬品は棺の内外に一定の約束の もとに配

された と考えられる。棺や石惇卜の内部など

には赤色顔料が塗布される。

石材卜の上部を築 き、天丼石を架ける。入念

な ものはこの上に粘土や礫 を敷 く。そして、

墓1/1を埋めもどす。時に粘土床の中や天丼

石の上などに利器などを配す場合 もある。

本格

竪穴式石榔の構築過程 (『古代史復元』 6よ り)
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んでか らつ くられた とは限 らないわけであ りま して、中国の皇帝の ように、特定

の地位 につ くと生前 において 自らの墳墓 を築 くとい う場合 もあ るのです。それは

「 寿 映亀 と呼ばれていますが、古墳の場合では、「掘込墓羨 a類」 においてのみ

合理的 に可能なわけであ ります。 27頁 の図の左端の 3カ所 に首長の死 と書いてあ

る cの場合 にあた ります。 したがって、主要な古墳 が寿陵 としてつ くられたか ど

うかで、その祭祀の意味 も大 き く違 って くるもの と思われます。現状では粥確 に

結論 を述べ ることはで きませんが、古墳祭祀の手続 きが もつ一つの大 きな問題 と

して とりあげた次第です。ちなみに、「掘込墓羨 a類」 とその他 の、 と くに「 掘

込墓羨 b・ c類」や「無墓羨」 との差は階層性 を内包 したかたちでの中央 と地方

との差、 と言 えるか と考 えています。前者の方が古墳的 ・畿 内的、あ るいは王権

的な もの と言 うことがで きるのです。

さて、埴輪 に問題 を移 します と、埴輪 は こうした一連の行為のいちばん最後 に

ちかい段階 に登場 して くるもので、それを使 って何かを した とい うものではな く、

墳丘のまわ りに立てめ ぐらされた り、墳頂部 に据 えつけ られた りした ものです。

この点が埴輪の性格 を考 える前提 とな ります。

つ ぎに埴輪 には どの ような ものがあるかをみてみます と、円筒埴輪 や朝顔形埴

輸、家形埴輸、 蟹
さ
・盾 ・靭 ・甲冑な どといった器財形埴輪、鶏形埴輪、水鳥形埴

輪、馬 ・鹿な どといった動物形埴輸、そ して巫女や武人 をあ らわ した人物埴輪 な

どがあ ります。 しか し、それ らは最初か らすべてがそろっていたわけではな く、

徐 々に加わ って きた ものが多いのです。

そ こで埴輪 の消長 といった ところを簡単 に説 明させていただ きます と、 まず、

最初 に前方後 円墳 が成立 して きた段階では普通 にい うところの埴輪 はあ りません

で した。 30頁 の図は、最古の前方後 円墳の一つ として有名な奈 良県の箸墓古墳 か

ら出土 してい る、埴輪 の祖形 となるものですが、それ らは特殊壷形埴輪 や特殊器

台形埴輪 と呼ばれています。そ して、その もとにな ります ものは、現在の岡山県

か ら広 島県東部 にあたる吉備地方 を中心 とした地域で弥生時代後期 か ら終末期 に

かけて発達 した、埋葬儀礼用の特殊な壷やそれをのせる器台であった ことが明 ら

かにされて きています。箸墓古墳 ではそれ らが後 円部や前方部の頂上 に置かれて

いま した し、京都府 の元稲臀 古墳では前方部の うえに方形 に密集 して置かれてい

ま した。 これが古墳時代前期初頭の段階 とします と、それ らに由来す るふつ うの

円筒埴輪 が墳丘 をめ ぐるように して樹立 されるのはつ ぎの前期前葉 とい うことが

29
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できます。そ して、この段階から前期中葉にかけて朝顔形や鶏、水鳥、あるいは

家・盾・蓋 といった器財形埴輪が出現 し、すこし遅れてそのはかの器財形埴輪が

整 ってきます。埴輪 としてはよく知 られている人物形埴輪や動物形埴輪が登場 し

て くるのは古墳時代 も中期中葉になってのことなのです。やがて後期に入 ります

と、埴輪は徐 々に衰退 し、後期後葉にはもうほ とんどみられな くな ります。です

から、埴輪 と言いましても時期によって差異があるわけですが、そのもっとも大

きな画期は人物や動物形埴輪の出現にあるのではないか と思われます。 したがい

ま して、埴輪の性格や意義を考えます場合は、それ らの出現前 と出現後 とを区別

し、それぞれを埴輪群 として考える必要があるか と思われます。

では、その前半期の埴輪をすこし検討 してみましょう。埴輪はその種類によっ

て配置される場所がほぼきまっています。円筒埴輸は墳頂部や墳丘の段の平坦面、

あるいは墳丘裾において、め ぐるように立て並べられます。朝顔形埴輪はこの円

筒埴輪列の中に一定間隔で配置されます。その他の埴輪はおもに墳頂部あるいは

造出に置かれますが、蓋や盾・靭をは じめ とする武具形の埴輪は、 しば しば内部

施設のうえでこれを囲むように配された方形埴輸列の一部 として立てられていま

す。

このように、古墳祭祀の最後にちかい段階で配置された、 このような種類の埴

輪の性格はどのように理解 したらいいので しょう。



埴輸列 (鳴谷 1号墳)

そ こで、思い出されますのは、さきに述べま した竪穴式石椰であ ります。本来、

「榔」 といいますのは遺体 を納めた「棺」 を保護す る施設 であるわけですが、 こ

れは弥生時代の 日本列島にはみ られなか った ものであ りま して、弥生時代の終末

期 に出現 し、古墳時代前 。中期 に発達 した ものであ ります。すなわち、古墳の成

立 には中国か らの強い政治的・文化的影響のあ った ことが指摘で きますが、葬制

の面での中国か らの顕著な影響のひ とつが この「椰」なのであ ります。そ して、

この「 椰」が示 している葬制上の思想 とは、遺体 を邪悪な ものか らま もる「辟邪

の思想」 とで も言 うべ きものであ った と推定 され るのです。ですか ら、竪穴式石

柳は非常 に綿密 につ くられています し、 しば しば棺や椰の内面 には赤色の顔料 が

塗 られ、天丼石は粘上で覆われ、 ところ どころに鉄の利器が配 されているわけで

す。前期古墳の副葬品 といいま した ら鏡 が よ く知 られていますが、 この鏡 も多 く

の場合は姿 を うつす面 を外 に向けて置かれています。邪悪な ものは曖味な朦朧 と

した もの とされていますが、鏡 はそれ らをはっきりと映 しだ し、その正体 をあば

くことか ら、邪悪な ものを退け る力があ る と考 え られていたのです。

古墳の内部 には、 この ように、神聖 な遺体 を邪悪な ものか らま もるための施設

や装置が何重 に も何重 に も備 えつけ られていたのです。ですか ら、埴輪が何重 に

も内部施設や墳丘 を取 り巻いて配置 されているの も、 じつは、邪悪 な ものが墳丘

のなか に侵入 す るのを防 ぐ装置 の一環 としてあ ったのではないか と考 え られ ま



す。古墳 をめ ぐる埴輪列の中心は円筒や朝顔形の埴輪 であ りま して、それは飲食

物 を入れた壷やそれをのせる器台に由来するものですが、奈 良大学の水野正好先

生 によ ります と、それ らには、外か らや って くる邪悪な ものに食べ物 を与 え宴会

を開 くことに よってお引 き取 り願 う、逆 にそ うす るこ とによって邪悪な ものが寄

りくるのを追い払 うとい う意味があるのだ とい うことです。その ように考 えます

と、盾 ・靭 ・甲冑 といった武具の形 を した埴輪、あ るいは大 きな 日傘の一種であ

る蓋 が立て られた理 由 も、盾や蓋 がいちはや く出現 した理 由 も分かって きます。

これ らの埴輪 は、墳丘 を飾 る とともに、邪悪な ものが寄 りくることを防 ぐ機能 を

果 していたのであ り、それは逆 に、そ うすることによって、 ま もられ るべ き亡 き

首長、あるいはその首長 が眠 る場の神聖 が強調 されていた もの と考 えることがで

きるのです。

では、家や鶏、あ るいは水鳥や舟な どの埴輪 には どの ような意味を与 えること

がで きるので しょう。家の埴輪 に関 しま しては、死者の住居 とみ る説や神霊の依

梃 とみる説、あるいは墳頂部 にあった と推定す る建物 の模造品 と考 える説な どが

あ りますが、現在の私は朔確 な答 えを もってお りません。水鳥や舟 を死者の魂の

乗物 と考 えることもで きるか もしれませんが、それにつ きま して も同様です。

ところで、近年の古墳の調査では、墳丘 には、以上の ような上でで きた埴輪 の

ほかに、木の埴輪 が少なか らず立て られていた ことが分かってまい りま した。た

とえば、奈 良県の四条古墳や小墓古墳 な どで多 くの木製品が発見 されま した し、

私たちが調査 している鳴谷東 1号墳で も、埴輪列のなかに、 円筒や朝顔形な ど11

本の埴輪 をはさむ ような恰好で、それ らが立て られていた柱穴 がい くつ もみつか

っています (下 図 )。 また、 33頁 に示 しま した図は山城郷土資料館の高橋美久二

柱

―

　

―

a 第4区中位埴輪列

b 第 3区 中位埴輪列

鳴谷東 1号墳における埴輸と柱穴の配列横式図
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さんが、京都府の今里車塚古墳の ことを念頭 において描 かれた、古墳がつ くられ

た当初の推定復元図であ ります。 そ こには与つ うの上の埴輪 とともに、木でつ く

られた蓋 やそれが 3重にな った もの、あるいは盾形や鳥形の ものが描かれていま

す し、鳥が とまっている鳥居や垣根の ような もの も想定 されています。 これが正

しいか どうか、あるいは どの程度普及 していたか、 とい った こ とはまだまだ検討

しなければな りませんが、古墳の表面 が石 と上、あ るいは土でつ くった ものだけ

で覆われていた とい う考 えは もはや捨てなければな らな くな りま した。四条古墳

な どで出上 した木製品は もっ と多様であ ります し、色 とりどりの布がはためいて

いたのか もしれません。 したがって埴輪の もつ意味は、今後それ らと一体の もの

として理解 しなければな らな くな ったわけです。 しか し、それ らの木の埴輪のな

かで中心的な位置 を占めているの も蓋や盾、あ るいは鳥形 を した木製品なのであ

ります。

埴輪 の もつ思想的な意味 については ご く一部 しか触れ ることがで きませんで し

たが、新池遺跡 にまで話 を及ぼすにはまだそ うとう時間がかか りますので、先 を

蟻

襲鍵§
―

―

上の埴輪と木の埴輪 (「京都古代との出会い」より) 作画 :早川和子
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急 ぎたい と思います。

つぎは、 このような埴輪をもってい

る古墳は どのような古墳か という話で

す。近畿の、 とくに奈良や大阪に住ん

でお ります と、古墳 というのはたいて

い葺石があって埴輪があるものだ と思

いがちですが、 じつは墳丘が段築 とい

ってお餅をかさねた鏡餅のような恰好で 2段、 3段につ くられていた り、葺石が

されていた り、埴輪が立て並べ られていた りしている古墳はけっして多 くないの

です。た とえば、丹後の加悦谷へいきます と、古墳は千数百基ほ どあ りますが、

そのなかで墳丘の 3要素がすべて備わっている古墳は 7基ほ ど、埴輪をもってい

る古墳を数えても十数基程度なのであ ります。ですから、この地域では、埴輪は、

丹後一円を治めた大首長墳やその勢力の一翼を担った各河川の流域の、た とえば

加悦谷の首長墳、あるいはそれらと密接な関係にあるものな ど、 きわめて限 られ

た古墳にのみ採用されたものであるということが分か ります。

古墳時代前期後半を中心 とする時期、丹後では日本海沿岸最大規模の前方後円

銚子山古墳 (網野町文化財調査報告 。第 5集 よリー部改変)

弁天山Cl号墳

川
！



墳がつ くられました。加悦町蛭子山古

墳、丹後町神切山古墳、網野ゞ萩子山

古墳の 3基がそれで、全長 150mか ら

200mに達するこれ らの古墳は、丹後

一円を治めた大首長の墳墓 と考えられ

ます。丹後における埴輪の採用はこれ

らの大型前方後円墳の築造を契機 とし

ては じまったもの と推定されますが、
9          ,OCn

墳丘外部施設の 3要素の備わった整美  と棒孟寸喜甕 費償脇 弓
網野銚子山古墳

な墳形からみても、その背景には畿内との密接な関係が推測されます。ところが、

それ らの古墳に用いられている埴輪をみてみます と、図のごとくであ りまして、

朝顔形埴輪の 口頚部のないような独特の形を したものが多 く、それが円筒埴輪の

ように立て並べ られているのであ ります。 したがって、丹後では畿内の影響下に

埴輪の樹立が開始されたわけであ りますが、その形態に独 自なものを生み出 した

ということができます。当時において、円筒埴輪が顕著な特色をみせるというこ

とは、それが象徴する古墳祭祀そのものに相対的な独 自性があった と理解されま

す。そ して、その独 自性がヤマ ト政権下においてもなお巨大な前方後円墳をつ く

ることを可能にした と考えられるわけであ ります。

ところが、古墳時代中期にな ります と、丹後一円を治めた大型の前方後円墳 も、

地域 ごとにつ くられた前方後円墳 もみ られな くな り、あ とは地域 ごとの首長墳が

大型の円墳 としてつ くられるようにな ります。言いかえました ら、 この時期、丹

後では、ヤマ ト政権による地方支配が強化されるのにともない、古墳の築造に強

作り山 1号墳 (加悦町教育委員会提供)
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い規制が加 え られ、前期 にみ られた独 自性が失われていった と理解 され るのです。

そ して、それ と同様 の現象は山城 や和泉 をは じめ各地 にみ られ、「 古墳時代中期

の墳丘規制」 として認識 されています。

では、 この ような状況下 において、埴輪 は どうなったので しょうか。私達が調

査 しています鳴谷東 1号墳 はまさにこの時期の、古墳時代中期前葉の、加悦谷の

首長墳 なのですが、そ こでは丹後独特の形 を した埴輸 は ご くわずか とな り、 しか

も、古墳の裏側 ともいえる ところに配置 されています。 そ して、 これに代わ って

主体 を占めますのが、まさに畿 内的な円筒埴輸 なのです。墳丘の規制は埴輪の規

制 にまでお よんでいたわけであ ります。

37頁の図は鳴谷東 1号墳 か ら出上 しま した数十本の円筒埴輸 と朝顔形埴輪の分

析結果 を表 に した ものです。多 くの埴輸 には黒斑 があ り、埴輪 を焼 くのにまだ窯

が使われていなかった と考 え られ る時期の ものです。

ところで、それ らは大 き く3つのグループに分け ることがで きます。第 1の グ

ループは埴輪 の表面の調整 に板状の工具 をまず縦方 向に もちい、突帯 を付けた後、

それを横方 向には どこすのが特徴です。 これをタテハケ、 ヨコハ ケ と呼び分けま

す と、第 2の グループは ヨコハケを埴輪の中位 か ら上位 にのみは どこす もので、

第 3の グループは ヨコハケをおこなわず、タテハケのみですませて しまうのです。

そ して、細部の形 や技法、あるいはヘ ラ記号な どか ら、第 1の グループは 3類に、

第 2の グループは 1類 (図 8の Ⅳ とVを同類 とし、特殊なⅥ類 を除 く)に、第 3

のグループは 3類に分け ることがで きます。私達は ここで分けた 7つの類型が特

定の二人、あ るいは最小単位の二人集団に対応するのではないか と考 えています。

そ して、 グループ とした ものは工人の系統の差ではないか と推定 しています。第

3の グループは前期以来の埴輪作 りの技術の延長線上で埴輪 をつ くった可能性が

高 く、図には入 っていませんが、 この古墳 か ら出土す る丹後独特の形 を した円筒

埴輸 もすべて タテハ ケで調整 されています。それに対 して、特定の ヨコハケ (B

種 ヨコハケ)の技法は丹後ではまった く新 しい技法なのであ り、そ こには畿内か

らの工人の移動 を想定 したい と思 っています。

すなわち、古墳時代中期の規制 は、墳丘の形や規模のみな らず、埴輪 の生産 に

対 して もお こなわれ、丹後 では、畿内か ら派遣 された埴輪二人の もとに在地の埴

輪工人が組織 され、規格性の高い畿 内的な埴輪 を生産 した と考 え られ るのです。

この こ とは、古墳の築造 自体 に、言いかえれば古墳祭祀その ものに、ヤマ ト政権
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鳴谷東 1号墳 円筒埴輪Ⅷ類とヘラ記号

が これまで以上 に深 く関与 して きた もの と言 うことがで きるのではないか と考 え

られます。丹後の首長層が保持 していた古墳祭祀の独 自性は大 き く後退 し、少な

くとも古墳の表面の 目にみえる範囲か らは、丹後色は姿 を消 してい った もの と考

え られます。 この時期、畿 内周辺のみな らず、かな りの広範 囲にお よんだ古墳の

規制は、経済的な理 由を背景に もちつつ も、在地首長層の よ リー層の序列化 に と

もな う政治的 ・イデオ ロギー的な支配 ・統制の強化のあ らわれであ った と考 え ら

れます。古墳祭祀は きわめて政治的な ものだ ったわけですが、埴輪工人は特定の

権力の もとに組織 され、政治の動 向をま ともに受けていた もの と思われます。

ところが この埴輪工人の実態その ものは、 これまでは とん ど明 らかではあ りま

せんで した。ただ、その実態 にせまるために、いろいろな方法が試 み られては き

ま した。 ひ とつは、鳴谷東 1号墳の例 を とって話 しま した ような、古墳 に立て並

べ られた埴輪 をで きるだけ詳細 に検討 し、そ こか ら二人集団を抽 出 しようとす る

方法です。 また、形象埴輸 の作風か ら二人 を特定 しようとす る方法 も採 られて き

ま した。埴輪窯 が発見 されているような場合は、工房のあ り方 をかいま見 る とと

もに、 自然科学の応援 を得て、供給先 を検討す るような こともお こなわれていま

す。 しか し、今回調査 された新池遺跡の ような場合は、 さきほ どお話があ りま し

た ように、埴輪窯 と工房 と工人の もの と推定で きる住居 とかが組み合わさって発

見 されたわけです。 したがいま して、埴輪二人 とヤマ ト政権、あ るいはそれ と密

接 に関連するこの地の政治勢力の もとに組織 された人 々の実態 を如実 に把握する

ことヵ予できるようイこなったわけです。 しか も、 うま くいけば、 そ こで出上 して く

る埴輪 を分析す ることによって これまでお こなわれては きたさまざまな方法を再
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吟味することも可能になったか と思われます。端的に言えば、新池遺跡の調査は

埴輸の生産 。供給システムの研究に大 き く寄与するだろうということであ りま

す。

埴輪の生産 ・供給システムの研究は、首長をめ ぐるどのような政治的関係のな

かで、 どのような組織を編成 して古墳がつ くられたのか、 といった大きな研究課

題にアプローチするうえでのもっとも有効な手段の一つ と言 うことができるで し

ょう。

ところで、古墳をとりま く政治的関係を分析 してい くためには、 どうしても古

墳を構成する諸要素を他の古墳のそれ と比較検討 し、その関係を明らかにしてい

く必要があ ります。その場合、 どこでつ くられ、 どこへ持ち運ばれたかがはっき

りしているものは ど有効であることは言 うまでもあ りません。 しかも、それが古

墳に限定 して使われたものほ ど、移動の径路がより分か りやす くていいのです。

ところが、このように条件を限 ります と、これに適合する資料はわずかなものに

な ります。 もちろん埴輪はその一つであ りますが、他にこれ と対比できる資料 と

して、最後に石棺を少 し取り上げてみたい と思います。なぜな ら、石棺は形態や

使用石材や分布か ら、かな りの程度に、その製作地が限定され、 どこへ持ち運ん

だかも判明 してきているか らです。

長持形石棺 (前塚古墳)
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た とえば、古墳時代中期で したら、兵庫県の加古川下流域に組合式の長持形石

棺のおもな製作地があ り、それが畿内や岡山県や兵庫県北部な どに持ち運ばれて

います し、関東な どでは派遣された工人がそれを製作 しています。他方、前緩式

の割竹形や舟形の石棺の製作地は熊本県や香川県、福井県な ど十力所以上にあっ

て、熊本県でつ くられた舟形石棺は大阪府や京都府にまでもた らされているので

す。すなわち、古墳時代中期の石棺に関 しましては地方色のある石棺が各地でつ

くられ、それをつ くる工人が移動 した り、形態が模倣 された り、製品が遠方まで

持ち運ばれた りするといった現象が認め られるのです。そ して、そのうえで、長

持形石棺 と舟形石棺のあいだに引確な分布の違いがあるということができるので

す。

時間があま りあ りませんので、結論的 に言います と、いま、「棺」 に関 しま し

てはつ ぎの ような考 えを もっています。秀生 ・古墳時代の社会 は基本的 に血縁 で

結ばれた同族関係を原理 とす る社会であった と考 えています。そ して、その よう

な社会 においては、弥生時代以来、棺 は特定の同族集団、ない し特定の有力な同

族 を中心 とした地縁集団にそれぞれ固有の ものがあ り、その形態や素材は習慣的

に定 まっていた と推測 されます。 ところが、その ような集団の関係が政治的性格

を強めて くる と、首長 を中心 とした同族関係は特定の地域 を こえて広がる ととも

舟形石棺 (蛭子山古墳)加悦町教育委員会提供
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に、棺 はその配布 自体 に政治的な意味があたえ られ ることにな ります。 さ らに、

同族関係が政治的な意図の もとに擬制的 に拡大 されてい きます と、棺の配布 はあ

る種の制度的 きま りの もとに政治的行為 としておこなわれ るようにな り、ついに

は身分秩序 に したがい、棺 を含む葬具一式が国家 によって下賜 され る とい う段階

が想定 されます。

これを 4つの段階 と捉 えます と、中期の多 くの舟形石棺の ように、お もに特定

地域の首長間でのみ共有 された ものは第 2段階の前半、長持形石棺 や中部九州の

舟形石棺 の ように、地域 を大 き く越 えて持ち運ばれた ものは第 2段階の後半、あ

るいは第 3段階の前半あた りに相当するのではないか と考 え られます。 したがい

ま して、 この ような状況を背景に生み出されま した長持形石棺 と舟形石棺の分布

の差果は非常 に大 きな政治的意味があ るだろうとい うことなのであ ります。古墳

時代中期のヤマ ト政権の基盤 を考 えるうえで、長持形石棺の分布範 囲は きわめて

重要な意味 を もつ もの と思われます。

ところで、埴輪 にみ られ る複数の製作地、地方色、二人の移動、模倣、そ して

本 日の司会 を ご担 当の大船 さんが指摘 されているような埴輪 その ものの持ち運 び

といった現象は、いま述べま した石棺のそれ と非常 に類似す る面が多 くあ るわけ

であ りま して、両者 は十分比較検討で きる段階 になった とい うことがで きるので

はないか と考 え られます。埴輪 と棺ではその性格が異な りますのでけ っ して同列

に扱 えませんが、性格が異なるか らこそ、両者の比較 はかな らず興味深い成果 を

もた らして くれ るもの と考 え られるわけであ ります。

結論 のない、わか りづ らい話だったか と思いますが、最後 まで ご静聴 いただ き、

どうもあ りが とうございま した。以上で話 を終わ らせていただ きます。～拍手～

司 会

和 田先生 どうもあ りが とうございま した。先生 には「古墳祭〒巳と埴輪」 とい う

ことでお話 いただ きま した。死んだ人のためになぜ大 きな古墳 をつ くった りす る

のか、あ るいは石棺 を どこか遠い ところか ら運んで きた り、埴輪 を並べた りとか、

実際 に古墳 をつ くる とい うのは大変な労力がいるものであ りま して、 さ らには被

葬者の権力 とか地位 な ども全部含めて考 えていかない といけない とい うお話であ

ったか と思います。

～ 10分間の休憩～
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司 会

つ ぎに講演 していただ きます和 田率先生 をご紹介させていただ きます。先生 は

京都教育大学の 日本史の講座 を担 当 してお られます。専門の研究分野は古代史で

あ ります。新池遺跡 では埴輪窯 とか、埴輪の工房跡 な どがみつかったんですけ ど、

どうい う人達 がそ こで活動 していたか とい うことにな ります と、考古学のほ うで

はなかなか うま く追究で きないわけです。そ こで和 田先生 には古代史の研究の立

場 か ら「新池遺跡 と土師氏」と題 して ご講演 をお願 い したい と思います。～拍手～

「新池遺跡 と上師氏」

京都教育大学教授 和 田  率

ご紹介いただ きま した和 田です。 さきほ ど立命館大学の和 田先生 が非常 に精密

なお話 をされたのですが、私の方は大雑把 な話 しになるか と思いますが、お許 し

いただ きたい と思います。和 田晴吾先生 と私はまった く血縁で もなんで もあ りま

せんが、同 じ「和 田」同士 であ りま して、なかなかめず らしい講演会だなあ と思

ってお ります。ただ関係はあるんであ りま して、二人 とも奈良高校の卒業生であ

りま して、私が若干先輩であ ります。それか ら京都大学では、私は 日本史で、和

田晴吾先生は考古学 を専攻 されま した。 同 じ大学での同窓で もあ ります。今 日は

じめて伺 って知 ったのですが、あ る本屋 さんの私宛の請求書がまちがって、和 田

晴吾 さんの方へい った とい う話 しをききま して、それは申 し訳ない ことだ った と

思 っている次第です。～笑 い～

今 日は、「新池遺跡 と土師氏」 とい うタイ トルをいただいているんですが、 ま

ず土師氏 について考 えるに際 しま して、埴 とい う言葉 を手がか りに考 えてみたい

と思います。現在、私たちは土 を「 ツチ」 といってお りますけれ ども、古代では

上の ことを「 二」 といっていたんです。そ してその上のなかで も、赤 い山上があ

ります。 そ う した ところか ら、土は赤の丹 と結びついたわけです。古代で「 二」

といいます と、土の「 二」 とそれか ら赤 い山上の丹 (二)と 、同 じ言葉だ ったん

ですね。 さ らに上のなかで粘 り気のあるもの、そ して捏 ねる と陶器 になるもの、

そ うい うものを とくに埴 と言 いま した。 さきは どの説 明に も出ていま したけれ ど

も、埴 でつ くった ものだか ら埴輸 といい、 またその埴輪 をつ くった人 を上師 (ハ

ニ・ハ ジ)氏 とい うふ うにいったわけです。 したがって、埴輪 も土師氏 も元来、

埴 とい う言葉 に由来する といえます。 この土 と埴が どう違 うのか、それは粘 り気
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のある、そ して成形 して焼 けば焼 き物 ・陶器 にな るものが埴 なんですが、化学的

に申 します と、粘土鉱物 を含んでいる もの、 これはカオ リン属 とよばれ る物質 を

含んでいて非常 に粘 っこ く、だいたい1770度 か ら1790度 で焼けばガラス質をおび

た陶器 にな る、 白っぼ くな るそ うい うものです。

埴上 を採取 して埴輪 をつ くるまでには、随分いろいろ と工程があ ります。埴土

は不純物 をいろいろ含んでいますか ら、長年月の間、雨や風 にさ らしておいた り、

それか らさ らに水のなかで も、細か く砕いて与 るいに通す、 これを水験あるいは

水 飾 といった言い方 を します。 カオ リン属 を含む微粒子 を集める、 さ らにそれだ

けではな くて、叩いた り、いろんなほかの土 と混ぜ合わせた りして、埴輪 をつ く

る原料 にす るわけです。

この埴 。埴上のあ る ところ とい うのは、埴輪 の窯のある ところ と重な る例が多

い。あ るいは巨大古墳群のつ くられている地域 と結びつ くところが多いのです。

とくに埴 のた くさんあ るところ、 これはまたあ とで説 明いた しますけれ ども埴生

とい うふ うに申 します。そ うい うところに埴輪 の窯がつ くられ る、あ るいは埴輪

にか ぎ りません。それは須恵器 や瓦生産 に も結びついて くるわけです。 さ らには

埴輪窯の近 くに巨大 な古墳 な どがみ られ る とい う現象があ るわけです。そ うい う

ことを少 し分析 してみたい と思います。

ところで、『 古事記』『 日本書紀』『 万葉集』 な どをみてまい ります と、埴 には

呪 |ガがあ る とい う信仰が古代 にはあった ようです。 どうしてそ うい う呪力がある

とされたのか、 これはまだ よ くわか りませんが、それを握ね ることによって焼 き

あげ、 まった く別の形 につ くりうる、そ うい うことが埴 に呪力があ る とい うふ う

な信仰 を生んだのか も知れ ません。ただの山土 をい くら捏 ねて もボロボ ロで、そ

うい う土器 をつ くれないわけです。やは リカオ リン属 とい う粘土鉱物 を合んでい

なければ、焼 きあげ ることはで きないわけです。

埴 に呪力があ った ことを示す伝承はい くつかあ ります。た とえば和爾氏の本拠

地、この和爾氏 とい うのは渡来 した王仁博士の王仁ではな くて、奈良盆地の東北、

天理市か ら奈 良市のあた りにかけて居住 していま した豪族で、 5世紀後半 か ら 6

世紀代 に大 きな勢力を もち、洗 iを 出 した ことで知 られ る和爾氏です。和爾氏のワ

ニはいろんな字 で書 きま して、「丸」の一字で書 いた りもいた します。和爾氏が

もともと本側 としていたのは、天理市和爾町です。そ こには、和爾坂 とよばれ る

小 さな丘陵があって、歌謡 に もみえています。『古事記』の応神天皇の段 に、「 こ

つ
０
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の蟹 や向処の蟹 ……」 には じまる有名な歌 があ ります。あの歌のなかに和爾坂 の

土 を歌 っているのです。ふつ うです と、 ワニサ カ と訓むべ きところですが、 この

歌謡では和爾佐 〔坂〕 (ワ ニサ)と な っていま して、「和爾坂 の土 を初土は膚赤 ら

けみ……」 とよんだ歌 がの こってお ります。和爾坂 の埴 は非常 に呪力のあるもの

とい う歌 なんですが、そ こか ら乙女の眉毛の美 しさを歌 いだ しています。 この和

閥坂 はいろいろ伝承の舞台 とな っています し、その坂の上が非常 に呪力のあ るも

の と信仰 されていた らしい。ですか ら、 この和爾 には式内社の和爾巫珠 坂比古神

社があ ります。 この赤坂彦の神 とい うのは文字通 り和爾坂 の赤 い土 (埴)を男性

の神 として祀 った ものです。ですか ら埴 ・埴土 とい うのはいろんな ところにあ る

のですが、特定の場所の埴 は とりわけ呪力があ る と考 え られていた らしい、 とい

うことがわか ります。

こう した埴の もつ呪力に関連 してす ぐに思い出され るのは、天香具山の上 。埴

土が非常 に呪力のあ るもの として信仰 されていた ことです。それは神武伝承や崇

神紀の伝承のなかに もみえています。天香具 山の上で土器 をつ くり、そ して神祀

りをする とい うことが重要な政治的意味 を もっていたわけです。大和三 山 といわ

れ る畝傍 山 。耳成 山・天香具山、そのなかで天香具山だけが神聖視 されている。

天がつ くように、天上 ・嵩美脈か ら地上 にお りて きた山、あるいは地上の香具山

の真上 に高天原の天香具山がある、そ うい う宇宙構造 が観念 されていたわけで、

香具山にだけ とくに天 とい う言葉 をつけています。 同 じような例 として、二上 山

を「 中臣の寿詞」では「天 (ア メ)の二上」 と訓んでいま して、『古事記』や『 日

本善紀』 にはそ うい う伝承 はないんですが、「 中臣の寿詞」だけ に二上 山 も神聖

な山なんだ とい う伝承がみえています。香具山 も同様 に、その土は呪力があ る と

されていた。香具山の西 に、古代 には埴安の池があって、やは り埴 とい う言葉 が

みえています。 またそ こには哭沢女の森 として知 られている式 内社、畝尾都多本

神社 があ ります。その哭沢女の森 に接 して畝尾 坐 健土安神社 があ ります。 その

神社 は文字通 り香具 山の埴土が呪力あ るもの とい うことを示 しています。畝尾坐

健土安神社 とい うのは香具 山の西にのびる尾根の先端 に祀 られていて、 この埴土

を男性の神、健土安神 として祀 っているのです。香具 山へ行 かれた らぜひ とも見

ていただ きたいのですが、畝尾都多本神社のす ぐ東北 に接 して健土安神社があ り、

そ こにはかつての埴安の池の痕跡 が残 っています。 これは現状で もよ くわかる も

ので、比高差約 2m程の堤がの こっています。ち ょうど神武東遷伝承や崇神紀 に、

万
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この香具 山の上は 倭 国 の楊奨であ る、大和の国を支配す るシンボルであ る、そ

ういった伝承がみえています。

この香具山の埴上 に関連 して、現在大阪府の住吉夫社では「埴使 いの神事」 と

い う儀式 がお こなわれていて注 目されます。住吉大社では祈年祭 。新嘗祭 にさき

だち、畝傍山の埴上 を とりにい く、そ してそれか ら「天の平 e」 をつ くって祀 る

とい う神事がみ られます。

江戸時代以来の記録では、香具 山ではな くて畝傍山の頂上 に登 って埴 を とる、

そ して「 天の平全」 をつ くる とい うふ うにな っています。住吉大社 に伝 え られて

います『住吉大社神代記』の奥書 きは天平 3年にな っていますが、近年ではむ し

ろ平安時代の初め頃の もの とされています。国宝 に指定 されている『住吉大社神

代記』では、『 日本書紀』の とお り、天香具山に埴 を とりに行 っています。

畝傍 山の西麓 に畝 父 講 祐
い
巫神社 があ って、そ この神官の方 とともに、頂上

に登 って埴 を とる、その場所は秘密にな っているのですが、米粒の ような埴土 を

採取 します。分量が少な く、それだけでは土器がで きない ものですか ら、ほかの

上 と混ぜて「天の平合」をつ くっています。 明 らかに伝承 に混乱があ り、古 くは

住吉大社 の「埴使 い」は香具山であ ったのに、近世以来、畝傍 山に変わ っている

わけです。 これはおそ らく「畝尾 坐」 とい う部分 を訓み間違 えたんだろうと思い

ます。 この「畝尾坐」 とい うのは、天香具山の尾根の先 とい う「畝尾」なんです

が、近世以降 これをウネビ (畝傍)と読 んで しまったために、 もともと呪力を も

つ埴土は香具 山の ものでなければな らないのに、畝傍 山にな って しまった、それ

が現在 にいた っている、そ うい うことではないか と思われます。少 し話がそれて

しまいま したけれ ども、埴 には神秘的な力があ る、呪力があ る と、そ うい う信仰

があった とい うことです。

さきほ どそ う した埴 のあ る ところを、「埴生」 と言 うと申 しま したが、地名 に

も「埴」のつ くものがた くさんあ ります。新池遺跡の報告のなかで も話題 になっ

ています『欽 明紀』の記事 には、新池遺跡の場所が「埴鷹」 とい うふ うに表現 さ

れています。 こうした埴のつ く地名をみます と、た とえば飯 豊 筈瞥 争 とい ぅ女

性 は最 初 の 女 帝 で は な い か とさ れ るん で す が 、 この 飯 豊 青 皇 女 の 墓 は「

葛
ら
羨
は
塔
ち
管
か
笙
さ
羨」とぃぅふぅにみえていて、そこにも埴の地名がみえます。

現在は御所市北花内 という地名で、「埴」が「花」 (ハナ)に変わったので しょう。

それから仁賢陵の名称は「埴生坂本陵」です。羽曳野丘陵が古代では埴生坂 と呼



ばれていたわけです。 この埴生坂 を歌 った「履中紀」の歌謡 があ ります し、ほか

に も例 えば来 ゴ菫ギを「河内埴生山」の上 に葬 る とか、そ うい う記事があ ります。

古市古墳群、 とくにその南群の一帯は羽曳野丘陵の東側 に位置 し、埴生坂 の地名

か ら羽曳ケ丘 にな り、そ こか ら現在の羽曳野市の地名が生 まれているのです。そ

の埴上があ る ところに、やは り野 々上窯 な どの埴輪窯 がつ くられています し、そ

して古市古墳群が近 くにあ るわけです。

巨大な前方後 円墳 な どがつ くられるには、いろんな条件があ ります。た とえば

大 山古墳 (仁徳陵)の ように、全部が盛上であるような巨大古墳の場合は非常 に

重量がかか りますか ら、地盤の安定 した ところ、いわゆ る洪積台地でなければな

らない とい う条件があ ります。それか らまた墳丘 に葺 く葺石は膨大な量ですか ら、

それ らを運 5の に便利 な ところ、そ うす る とやは り近 くに河川がある とい う条件

が必要です。 また大量の埴輪 が並べ られ るわけですか ら、近 くにそ う した埴 ・埴

土のある ところを選 ばなければな らない。 さ らには近 くに盛土 に用 いる土採 りが

可能な ところ といいますか、大 山古墳や誉 田御廟山古墳 (応神陵)の場合はた く

さんの上量が必要で したか ら、そ うい う土採 りに便利 とい う条件が必要です。 こ

の ように巨大古墳 の場所 と埴輪 をつ くる ところ とい うのは密接 なかかわ りがあ

る。埴 か ら少 しいろんな ところに話がわかれて しまいま したが、 もとに戻 します

と、埴のある ところが「埴生」 とい う地名のお こりなんだ とい うことです。新池

遺跡の場合は「埴庭」 と呼ばれていますが、皆 さん もご覧 にな られた ように、新

池遺跡では粘土層 (ハニ)がみ ご となまでに広がっています。そ して、その埴 を

つか って 3つの工房では埴輪がつ くられている。文字通 り埴 のあ る ところ、埴土

のあ る ところに新池遺跡 がある といって もよい、そ うい う場所 であ るわけです。

奈 良県下 あ るいは大阪府下の巨大古墳群 について も、 この埴 と結 びつ くところ

がい くつかあ るように思われます。た とえば奈良山丘陵の南斜面 には、佐れ婚蒟

古墳群があ り、その北側の南山城 には、上 人ケ平遺跡の ように埴輪窯 と古墳 がみ

つかっている ところ もあ ります。奈良山丘陵は奈良時代 に瓦窯 がた くさんつ くら

れています。「 青丹 よ し奈 良の都」 とい う「青丹」は文字通 り「 青 い丹」で、 こ

れは埴 なんです。「青丹 よ し奈 良」 と呼ばれ るのは、奈 良山丘 陵が埴 に恵 まれた

ところか らの命名なのです。 したがって埴輪窯の所在地、あ るいは巨大古墳群の

所在地は、そ うした埴のあ る ところ と深 く結びついているわけで、そ してまた土

師氏の分布 とも対応 している とい うことがいえるわけです。 そ うした観点か ら土



師氏にかかわる問題をもう少 し深めたいと思います。

お手元に資料が配 られていますので、それを併せて参照 していただきたいので

すが、私は古代史の専攻ですから、埴輪を直接論 じ得るような材料はあま りあ り

ません。土師氏を手掛か りに して少 しアプローチ してみたい と思います。

埴輪の起源伝承はよく知 られています。資料の垂仁紀28年および32年の条をご

覧いただきたいとおもいます。28年冬 10月 条によれば、倭彦命が亡 くなって、身

狭桃花蔦羨に葬 られるわけですが、その時、近習の人達を生 きながらに埋めた と

いう記事がみえています。現在、この移き穆争語の墓は橿原市の諮符苗といぅと

ころにあ りますけ ど、人 を生 きなが らに埋めた、いわゆ る殉死 させたので非常 に

悲惨な状況であった とい うことが この条 に記 されています。それで同 じく32年の

7月 に、垂仁天皇の皇后である日葉鰺 絡れ なゝ くなった時 に、野見宿禰が奏上 し

て、埴輪 を立 てた とい う伝承がみえているわけです。 この条 によれば、野見宿禰

は出雲 国の上師部 100人 を召 しあげて、みずか らそれ らの人 々を率 いて埴 を採 り、
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人 ・馬お よび種 々の ものの形 をつ くって、天皇 に献上 した。そ してそれを陵墓 に

立てて並べた とい う伝承です。 これは埴輪の起源伝承 として よ く知 られているも

のです。要す るに、埴輪 とい うものは殉死 に替 えるものなのだ とい うことが、垂

仁紀 28年・32年条 にみえているわけです。 日本の古代 には、殉死は実際 にお こな

われた らしく、「大化の薄葬令」です とか、清寧即位前紀あ るいは『播磨風上記』

に断片的な伝承がみえています。 しか し殉死 にかえて埴輸 を樹立す るようにな っ

た とい うのは、あ くまで も埴輪 の起源伝承 にす ぎません。埴輪で もっ とも古いの

は円筒埴輪や朝顔形埴輪です。形象埴輪 に しま して も、家や鶏な どを形象 った埴

輪が古いわけで、人物埴輪 が出て くるのは 5世紀後半 にす ぎません。 したがって

殉死 にかえて埴輪 をつ くった とい うのは後 にで きた伝承であ り、史実 と考 えるこ

とはで きません。

土師氏が どうい う職掌 にあずかっていたか とい うことは、 これまでいろんな方

々の研究があ ります。 とくに代表的なのは直木孝次郎先生の「土師氏の研究」 と

い う論文であ りますが、そのほか何人かの方が土師氏 について究 明 してお られま

す。土師氏はその言葉 か らも連想 されます ように、埴輸づ くりをす る工人達で、

それに関連 しま して、いろんな喪葬儀礼 にかかわ る、そ うい うことが職掌の第一

にあげ られます。 このソウソウをモ ソウ (喪葬)と 書 いていますが、私は これを

単なる野辺の送 りとい うのではな くて、 日本の古代 においては、 まず療の段階 に

おけ るいろんな儀礼があ ります。土師氏は療 に も深 くかかわ っていますので、 と

くにソウソウ とい う場合 には喪葬の字 を使 っています。のちに土師氏は、大王あ

るいは皇后、皇子 ・皇女 といった身分の高い人 々の喪葬儀礼 に関与 した ことがい

ろいろ史料 に出ています。確実な ところです と、推古H年に亡 くな りま した聖徳

太子の弟、来 日皇子の療 に際 し、土 1師整猪手 といぅ者が掌 った とい う史料があ り

ます。 また白雉 5年 12月 の孝徳天皇の喪葬儀礼 には、百舌鳥の上師連土徳 とい う

人物 が関与 しています。土師氏のなかの族長 クラスは、そ う した大王の喪葬儀礼

に関与 した とい う史料がみえています。 そ うい うふ うな ことで土器 (土師器)づ

くり、埴輪づ くり、 さ らには喪葬儀礼 に関与す るとい うことが、土師氏の もっ と

も基本的な職掌であ った と思われます。直木先生の ご指摘 によ ります と、のちに

土師氏は軍事的な面 に も活躍 しています。た とえば楯伏舞 を土師氏は奏上す るの

ですが、 こう した ところか らも、土師氏の軍事力 とい うのは非常 に重視 されてい

た ことがわか ります。 さ らにタト交 とやヽった側面 に もかかわ っていることが子旨摘 さ



れています。

さきほ どの垂仁紀の記事 に もどりますけれ ども、注 目すべ き点がい くつかあ り

ます。それは土師氏 ・土師連の祖である野見宿禰が どうも伯者や出雲の出身 と伝

承 されていたのではないか、 と思われ ることです。

因幡国の高草郡 といいます と、だいたい現在 のP取市 を中心 とした一帯です。

高草郡 には大野見宿禰神社 とい う式内社があ ります。私は一度行 った ことがあ る

のですが、小 さな社 で荒廃 しています。 この式 内社は文字通 り野見宿禰 を祭神 と

している神社です。それか ら同 じく高草郡 には式内社 に天穂 日命神社があ ります。

天穂 日命は土師連 と出雲臣の共通 した祖先神です。高草郡 に大野見宿禰神社 と天

穂 日命神社がある とい うことは、やは り上師氏のひ とつの中心が この因幡の国に

ある とい うことを示す ものだろうと思われます。そ うす る と、 さきは どの垂仁紀

の記事で、野見宿禰 が出雲 国か ら土部 100人 を連れて きた とい うところ と皿齢す

るわけですが、む しろ出雲 国 と結びつ くようになるのは、出雲国が畿 内王権 に服

属 して後、出雲 を 日本の西の端の国で、黄泉の国 と接す るのだ とい う観念が生 ま

れてか ら、野見宿禰が出雲 出身 とい う伝承が生 まれたのではないか、元来は因幡

とむ しろ深いつなが りを もっていたのではないか、そ うい うふ うな ことがあるい

は推測で きるか もしれません。因幡国には、高草郡ではないんですが、土師氏の

分布が確 かに文献の うえで確かめ られます。それか らこの天穂 日命神社 について

ですが、 山城 国宇治郡 に も天穂 日命神社 があ ります。雄略紀 17年条 にみえる贄

上部の伝承 に、山者の内村 と俯見村がみえ、それ と結びつ くもので しょう。大和

か ら因幡 に至 るルー トとして、 このゴヒ摂の地 か ら、能勢、福知 山を経 由 して、丹

波か ら但馬、因幡を結が道筋があ り、 このル ー ト沿いに贄上部の分布があ って注

目されます。新池遺跡 も、そ うしたルー ト沿いに位置 しているのではないか と思

われますので、土師氏 との分布で少 し整理 してみたわけです。

もうひ とつ土師氏の分布 に関 して当然考 え られ るのは、 この新池遺跡 と継体陵

あ るいは今城琢古墳 とのかかわ りです。 さきほ ど森 田さんか ら「新池遺跡 にみ る

埴鷹」の講演で説 粥があ りま した ように、 5世紀中頃か ら新池遺跡でつ くられた

埴輪 は、太 田茶臼山古墳 (現在、継体陵 に治定)に、そ して 6世紀代の ものは、

真実の継体陵 と考 え られ る今城塚古墳 に供給 されている、そ うい うことが新池遺

跡 の発掘調査の結果 によって判 明 して きたわけです。そのあた りを もう少 し古代

史の立場 か ら考 えてみたい と思います。太 田茶臼山古墳 は、現在、継体陵 に治定
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されているわけですが、 もう一つ

注 目されるのは、太 田茶臼山古墳

とま った く同 じ規 模 の古墳 と し

て、古市古墳群 中の墓 山古墳 と、

允恭陵に治定 されています市野 山

古墳 があげ られます。 これは上 田

宏範先生な どが指摘 されているこ

とです。そ うい う点か らします と、

5世紀中頃か ら 6世紀 中頃 にかけ

て、新池遺跡 で活動 した集団は古

市古墳群 にかかわ る土師氏 と深 い

結びつ きがあ った といえます。古

市 古墳 群 の地 にい ま した上 師 氏

は、改姓 しなかった土師氏の本宗

家です。その上師氏 と密接 なつな

が りがある古市古墳群 には巨大な

大王墓 が密集 してお り、その埴輪

づ くりな り喪葬儀礼 にかかわ った

集団が、三 島の大 田茶日山古墳 や

今城塚古墳 といった大王墓あ るい

はそれに匹敵す る巨大古墳 と深 く

結びついてい る とい うことです。

さきほ ど市野 山古墳 は允恭陵 に治

定 されてい る と申 しま したが、墓

山古墳 も200mを こす 巨大 な前方

後 円墳 であ りなが ら、陵墓 に治定

されていない珍 しい事例ですが、

この三者がほぼ同 じ大 きさでかつ

同 じプランだ とい うことは注 目さ

れ るべ きだ と思われます。

真実の継体天皇陵は今城塚古墳
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であるということは、これまで数多 くの方々が指摘されています。それでは太田

茶臼山古墳は どういうことになるんだろうか と考えます と、私はやは りこの三島

の地が継体天皇の基盤の地であった ということと密接に結びつ くのではないか、

そういう理解をしています。50頁 に示 しま した地図は継体にかかわる地名を記入

したものですが、その下に継体天皇の妃たちに関わる記事を挙げています。 この

史料によります と、継体天皇にはた くさんの妃がいるわけですが、ただ『古事記』

と『 日本書紀』 とでは若干内容が違 っています。『 日本書紀』によります と、継

体がその勢力の基盤 としま した近江 とか尾張のほかに、北河内 と結びつ く茨 田

乾勤 みゝえています。 この茨田連小望ぶ渡 、講屡が継体 との間に茨田大
｀
瓶

め
窒

め
螢

をは じめ 3人の女性を産んでいます。また、継体は元年に樟葉宮で即位 したあ と、

山背の筒城宮、弟国宮を転 々として、大和の磐余玉穂宮に入るわけです。その宮

の所在地をみます と、ゴヒ河内、南山背の筒城官は現在の同志社大学の田辺キャン

パスの ところ、それから乙訓の地にも官をおいていました。そ してゴヒ摂の地に藍

野陵が造 られています。ですから継体の勢力の基盤の地は近江や尾張ですが、そ

のほかにゴヒ摂、南山背、そ して乙訓の地な ど、ち ょうど淀川流域 も加えて考えて

よいで しょう。

太田茶臼山古墳は継体の二代ほ ど前の人物が葬 られていると考えられます。そ

の規模は、大王陵である可能性が大きい市野山古墳や墓山古墳 と同 じであるとい

う点をどう考えるべきか問題を残 しますが、私は隅田八幡宮の人物画像鏡にそれ

を解 く鍵があるのではないか と思っています。 この隅田八幡宮の人物画像鏡は癸

未年 では じまるもので、癸未

年 については443年あ るいは

503年の両説 があ ります。私

はい ろんな点 か ら443年、 ち

ょうどその時期は允恭天皇 の

時代 にあた っているわけです

が、 443年の もの と考 えてい

ます。 ここに人物画像鏡の銘

文 があが っていますが、 この

なかに男弟王 とい う人物 が出

ています。男弟 (ダンテイ )
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と訓んでいい ものだ と思いますけれ ども、その銘文 中に「意柴沙加宮 に坐 ししと

き」 とい う表現 があ って、そ こに斯麻 とい う人物がみえます。 この斯床 とい う人

物 を、三 島地域 と結びつけ る可能性 も一案だ と思いますが、私はむ しろ継体か ら

します と曽祖父 にあた る意富富抒王 とい う人物 に結びつけ る案 に魅力を感 じてい

ます。 この意富富抒王 とい う人物 の妹 ない し姉が允恭の皇妃 にな りま した忍 坂

大 中 姫 とい う女性 です。 それで この男弟王 とい うのは、忍坂大 中姫 の兄弟で、

允恭か らすれば男弟王 にあたる意富富抒王ではないか、 と1臆測 しています。意富

富抒王は允恭 と同世代であ り、允恭の皇后の弟 にあた る人物 が この三 島の地 にい

た とい うことが、継体の基盤 を北河 内や南山背、あるいは この北摂 に結びつけ る

原因 とな り、 また継体が この地 に藍野陵を造 って葬 られ る とい う背景 になるので

はないか、 まあ、)F常に漠然 とした仮説 ですが、そ うい うふ うな ことを考 えてい

ます。 したがって、太 田茶臼山古墳の被葬者は允恭 ともかかわ りの深 い人物 とい

うことにな ります。大 田茶臼山古墳や市野山古墳が墓 山古墳 と深い結びつ きがあ

る とすれば、 こう した ことも想像で きるのではなかろうか と思います。

森 田さんの ご報告の ところに、『 日本書紀』がひかれていますけれ ども、欽 明23年

に新羅か ら使 いがやってまい ります。ち ょうど欽 明23年には新羅 によって任那が

滅ぼされたその年 に もあた ります。そんな こともあって、新羅の人 々は郷里へ帰

ることな く、この「三島の埴庭」の地 に住んだ とい う記事 がみえてい るわけです。

私は、新池遺跡の埴輪窯が稼働 していた時期 に、 ここに土師氏が居住 していた こ

とが、三 島に野見宿禰が祀 られ る背景 にある と思 うんです。欽 明23年に新羅の人

々が住みだ してか ら『 日本書紀』が編纂 され る時代 までは、新羅の人 々が ここを

居住地 としていて、土師氏 とのかかわ りはむ しろ薄れてい くのではないか、 とい

うふ うな考 えを もっています。 さきほ どの ご説 明に もあ りま した ように、新池遺

跡の所在地 は、高槻市土室で、ツチムロ と書いてハムロ とよんでいますが、 これ

が埴庭 と結びつ くことは当然考 え られる ところです。埴庭 とい うのは埴 でつ くっ

た家 に由来す る地名なのか、いわゆ る土壁 とい うことなのか よ くわか りませんが、

埴でつくったということであれば、部屋のことを蟹ともいいますから、「埴庭」

が「埴室」に、そして「土蟹」になっていくというようなことが、地名の上から

想像で きるように思われます。 また実際 に、 この新池遺跡 にはみ ごとなばか りに

埴の層があ り、そ してそれを使 って埴輪 をつ くっているわけで、 この上室 とい う

地名が埴 に もとづ くことは当然予想 されます。ハムロ とい う地名はほかに もあ り



ます。磯長の敏達陵の近 くも葉室です し、あの葉室の地名 もやは り埴 に もとづ く

のではないか とい うこ とが考 え られます。 また堺市の 日置荘遺跡 は、最近埴輪窯

がいろいろ発見 されている とい うところですが、先 日いただ きま した『大阪府の

埴輪窯』 とい う冊子でみてお ります と、 この 日置荘遺跡のす ぐ北 に羽 (土)室池

とい う池が現在 も残 ってお ります。そ う した点か らみて、土室 とい う地名は埴 に

もづ くものであ り、そ して堺市の 日置荘 とこの新池の場合は、そ こに実際 に埴輪

窯が発見 されているわけです。 この ような ことか ら考 えてみます と、奈良時代の

三島地方 に土師氏が居住 していた とい うことは、現在 の資料 か らはまだつかめま

せんが、野見神社があ り、濃味郷がある とい うこと、そ して埴輪 が生産 されてい

た ところか ら、土師氏 とのかかわ りが当然想定で きる ところです。

埴のあ る ところに埴輪窯 がつ くられる とい うのは、新池遺跡 だけではな くて、

茨城県の馬渡埴輪窯跡群 も埴 の層 が報告 されています。その埴のあ る ところ と埴

輪窯が結びついています。 そ うい う埴土 ・陶上のある ところ と、いろんな焼 き物

の窯がつ くられ る ところが結びつ くのは、現在の信楽 とか瀬戸 とかをあげ るまで

もあ りません。実際そ うい う生産 をす る場合、材料がそ こにある とい うのが もっ

とも重要な点です。そ してそ こでつ くられた ものが、た とえば この新池遺跡でつ

くられた埴輪 が この三 島だけではな くて、 さ らに遠 くまで供給 されている とい う

事実 も、 もちろん一方ではあ ります。そ して埴輪窯があるのは必ず大古墳の近 く

なんだ とい うこ とは、一面では真実であ りますが、東北地方では埴輪工人が移動

しているのではないか と思われ る事例があ ります。遠隔地であ りなが ら、出土す

る人物埴輪 の顔の表 情 とか、手の付け方がまった く同 じだ とい う事例の存在 も指

摘 されています。ですか ら埴 のある場所 だけではすべてを解決で きるわけではな

く、埴輪工人の移動 であ ります とか、 ,||な どを利用 して埴輪 を遠隔地へ運が とい

うことも考 えておかな くてはな りません。しか し埴上のある ところに注 目すれば、

そ うい う巨大古墳群 とのかかわ りとか、土師氏 とのかかわ りとか、そ うい ういろ

んな ことを説 明で きそ うだ とい うことであ ります。 どうも大雑把 な話 にな りま し

たけれ ど、長時間にわた り、 ご静聴あ りが とうございま した。～拍手～

司 会

和 田先生 どうもあ りが とうございま した。「新池遺跡 と土 師氏」 とい うことで

ご講演 をいただいたんですけ ど、実際 に私達 が遺跡の調査 をいた します と、具体

的な人物像や背景 とな る豪族な ど出て こないわけです。その点で和 田先生のお話



は、古代史の中に新池遺跡 を位置付け るうえで多 くの示唆が含 まれていた ように

思われま して、大変興味深 く拝聴す るこ とがで きま した。

一応 これで本 日の講演会 を終了 したい と思います。新池遺跡の発掘調査 も、 も

う しば ら くで終わ りますが、 これだけ大規模 な調査 とい うものはそ う滅多にござ

いませんので、それだけに多 くの成果があが って くるもの と思われます。今 日は

その一部 をご報告す る とともに、お二人の先生方 にはお忙 しい時間を割いて ご講

演 をいただ きま した。 またみなさま方 には長 い間、熱心 にお聴 きいただ き、あ り

が とうございま した。～拍手～
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新池埴輪窯関連年表

年代 大王崩年 (古事記 ) 五 王 須恵器 埴輪 新池窯 三島の古娯 備 考

応神

400(394)

皿期 前  塚

仁徳

433(427)

讃 ?

塀

塀

済

興

武

T

TЖ

T区

T

T

V

V

期

期

A群窯

窯群

…
‐…

Ｂ

岡本山A3

太田茶臼山

墓谷 2号

土録山

二子山

番 山

高句麗・好太王碑

京都府・η尋谷東 1号墳

和歌山県・隅田八幡画像鏡

(オホホ ド王「上官記」逸文 )

市野山(允恭陵)

千葉県・稲荷台 1号墳

埼玉県・稲荷山古墳

履中  438(432)

反正  443(437)

允恭

460(454)

安康  463
雄 略

496(489)

清寧  500 M

T

M

T

C 羊窯 今 城 塚

川 西 4号

南 塚

昼 神 車 塚

耳 原

(フ ホ ド王「上官記」逸文 )

磐井の反乱

島根県・岡田山 1号墳

願宗  502
仁賢

武烈

継体

531(527)

安閑  535(535)

宣化  539(539)

欽 明

571(571)

敏達
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《エ ピローグ》

当 日は小雨 ま じりのあいに くの空模様ではあ りま したが、講演会のは じまる午

後 1時前 には会場 もはぼ満席 とな り、主催者側の安堵感がひろがるなかで開会の

運 び とな りま した。約 300名 にのぼ る参加者の大半 は高槻市在住 の方 であ りま し

たが、京都 ・兵庫 ・奈良な どの近隣の地域、遠 くは和歌 山・二重のほ うか らもお

越 しくださいま した。新池遺跡の調査 が世間の人 々にこれは どまでに関心 を もっ

ていただいているこ とを知 り、いまあ らためて驚 き、あ りがた く思 うものであ り

ます。

さて講演会のほ うは、司会 を軽妙な語 り日の大船次長がつ とめ、 冒頭 に冨成所

長 の挨拶があ りま した。そ して最初 に私が基調報告 をお こないま した。登壇の と

きに、心のなかで「考古学 をやさ しくしよう !」 と念 じた次第ではあ りますが、

講演集 に示 しま した ように、なかなか難 しい もの とな りま した。 とくに今回は最

低限言 うべ き分量が きまってお り、それを限 られた短 い時間内におさめ ようとい

うことで、かな り無理があ った ようです。 しゃべ っていて も自分でア ップテンポ

にな るのが分 か り、やさ しくする余裕はあ りません。若 さのせいで しょうか。講

演の眼 日といた しま しては、 この貴重な遺跡 の状況 とい うものをで きるだけ具体

的なかたちでお話す る とい うことではあ りますが、その分、遺跡への思い とい う

ものを充分 に語 ることはで きませんで した。やは リス ライ ドを もっ と厳選 しなけ

れば とい う思いが残 ります。

ひ きつづ きま しては和 田晴吾先生の登場です。和 田先生は大部 な レジ ュメを ご

持参 されたヤル気満 々の先生であ りま して、資料 を駆使 した ご講演は説得力のあ

るもので した。それでいて語 り方はあ くまで も優 しく、声音 も朗 々 としてお られ

ま した。 お話 も、古墳 をつ くる とい うことは どうい うことなのか、埴輪 を立て並

べ るのは何故か、 とい う問題 を分 か り易 く解説 していただ きま した。そ して新池

遺跡で検 出 した埴輸窯 ・工房 ・二人集落 を分析 して埴輪の生産体制 が解 明されれ

ば、古墳 をつ くるシステム もよ り明確 になって くるだろうと結ばれ、新池遺跡の

発掘調査の意義 を解 くとともに、今後の指針 を示 されま した。

つ ぎは和 田率先生であ ります。先生の ご講演は理路整然 とした組 み立ての うえ

に立 って、ひ とつ一つの事象 を丁寧な ものの言い方で説 明 して くださいま した。

そ して聴 く人 に とっては、かな り難解な文献資料 を平易に解説 し、それ も聴衆が

納得す るまで何 回 も繰 り返す とい うふ うで、 ときには板書 を用 いるな ど、講演の
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テクニ ックは秀逸であ りま した。長年、学生 さんを指導 して こられた賜物 であ り

ま しょうか。 お話は、 まず「埴」 と「土師氏」 について、文献 を駆使 した総論 か

らは じま り、ついで継体大王 とのかかわ りか ら太 田茶臼山古墳や今城琢古墳 につ

いての考 えを簡 切に述べ られま した。とくに太 田茶 臼山古墳の被葬者 については、

先生の最近の著作 をさ らに一歩踏み込んだ もので、興味深 く拝聴で きま した。

われわれが講演会の記録 を書 き起 こ します と、 どう して も体裁 を文章 として整

えて しま うことか ら、で きあがった講演録の字面 をおいかけるだけでは、なかな

か講師の人柄 までは伝わってまい りません。やは り生のお話 しを聴 くのがベス ト

ではあ りますが、数多 くの講演会 をまっ とうす るのは困難であ りま しょう。今回

のそれぞれの先生方の講演の調子 をあ らわすのに、音楽の標語 をか りれば、和 田

晴吾先生はモデラー ト調、和 田率先生はアンダンテ調、 さ しずめ私 はア レグロ調

といった ところで しょうか。

なお当 日は講演会 の模様 を記録映画 におさめ るため にカメラを回 していたの

で、両和 田先生 をは じめ皆 さんに もご迷惑 をお掛け した ことと思います。 この場

をか りてお許 し願 うものであ ります。 また講演会のテープの書 き起 こ しについて

は、 白銀 良子氏の手 を煩わ しま した。心 よ り感謝 申 し上げます。 (K.M)
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わたしの紹介 。あなたの紹介

和 田  率

奈 良盆地中央部の国中で育 った私 は、小 さい頃か ら唐古

遺跡へ土器 や石器 を拾 いに行 った り、中学生 になる と自転

車 に乗 って、 飛 鳥 や斑 鳩 の遺 跡 を訪 ね た り して い た。

しか しエンジエアを志望 していた ことか ら、古代史や考

古学への関心 を もちなが らも、理科系 コースを選択。工学

部の入試に失敗 した浪人時代に、いろいろ思案 し、また何人 もの人達からのア ド

バイスを得て、文学部に志望を変更 した。大学では岸俊男、上田正昭の両先生の

薫陶をえて、念願の 日本古代史を専攻。研究者 となって現在に至る。 (A.W)

和 田 晴吾

1948年、奈 良市生 まれ。平城官の近 くで育 ったため、 よ

く人か ら環境が考古学 を選ばせた と言われ るが、小 さい こ

ろは山遊 びや雑魚取 りに明け暮 れ、大 きな池 と島のあるウ

ワナベ古墳な どは恰好の遊 び場だ った。 中学生の ころは、

デ ィズニーの動物映画のせいで、大 自然の中を行 く映画 カ

メラマンに憧れたが、小説ばか り読んでいた高校時代に人間への興味が高まり、

関心は未開へ と移った。大学入学後は、まず探検部をたずねたが、初 日で部長が

嫌にな り、数 日後、考古学研究会に。その後を思えば、未開や古代が、 というよ

りもそのフィール ドが体質にあっているのだろう。いまは、葬制を中心に稲作農

耕社会の定着から古代国家成立までの過程を跡付けたいと考えている。 (S.W)
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森田 克行

小さなころから地理の話に興味があ り、中学の時に、テ

レビ番組のなかで何が好 きかと尋ね られて「新 日本紀行」

と答えて先生に褒め られたことや半年間で十数回も交通科

学館に通った記 1臆がある。高校進学 と同時に地歴部に入っ

た。そこに考古学の原 口正三先生がおられた。

高校在学中に多 くの遺跡の発掘に参加 したが、 とりわけ安満遺跡の環濠の調査

に深い感銘を覚える。現在は技師 として遺跡の調査に携わっているが、 とくに高

槻城・岡本山古墓群・芝生遺跡な どの発掘は思い出深い。

私はいまで も土器の水洗いが好 きで、なかでも弥生土器を洗っていると、心が

落ち着 く。写経 というのも、おそ らくこうした心境にちがいない。なかなか悟 り

切 れない ものであ る。 (K.M)

早川 和子

「年齢不詳」 といえ ども、30代の後半。現在、遺跡の復

元画の製作で活躍中。武蔵野美術大学 を卒業後、京都 に移

住。やがて上人 ケ平遺跡の出土遺物 の整理 にアルバ イ トと

して参加す る。上器や瓦な どの洗浄作業 を こなす うちに、

埴輪 についていた指紋 をみつけて、大 いに感動 した とい う。

その後、石井清司技師に見い出されて、「埴輪 を焼 く人 々 (上人ケ平遺跡 )」 の復

元画 を製作。 これが評判 とな り、いまでは京都 に限 らず、平城京跡 や吉野ケ里遺

跡 にまでお よんでいる。

これまでの復元画は どうして も遺構の再現が中心で、人物 は復元遺構の物差 し

として描 かれ る場合が多 い。 ところが早川 さんの絵 には、「奈 良時代の製鉄工場

(遠所遺跡 )」 や「埴輸工房 (新池遺跡 )」 の ように、遺構の規模 を忠実 に再現 し

なが らも、登場す る人物 がいまそ こで活動 している人間 として生 き生 きと描かれ

ている ところに妙がある。それは、小説 に添 え られた一枚 の挿絵の ように、発掘

を通 して再現 され る古代のイメージを極めて身近な ものに して くれ る。 (K.M)

一鰺げ７Ｆ
　　^“／　沖



あとがき

昭和63年 9月 から21ケ月を費や した新池遺跡の発掘調査は、平成 2年

5月 末 日をもって終了 しました。その間には、埴輸窯・工房な どの埴輪

生産に関連する数多 くの遺構をは じめ、掘立柱建物群か らなる古代の集

落な どを検出いた しました。 とくに埴輪生産遺構群は、わが国屈指の規

模を誇 るところから、調査途上においてマスコミにも大 きく取 り上げ ら

れるな ど、一般の関心 も高 く、現地説明会には大勢の人 々が参加 して く

ださいました。

今回は幸いなことに、開発者をは じめ、多 くの市民の方 々・考古学研

究者、さらには関係各機関のご支援 とご協力を得まして、埴輪生産に関

係する遺構の大半が保存されることにな りました。心より感謝申 し上げ

る次第であ ります。

今後はこの新池遺跡を史跡公園 として整備 し、埋蔵文化財の啓発や研

究にいささかな りとも寄与 していきたいと念 じてお ります。皆様方のひ

き続いてのご支援 ご協力をお願いするものです。
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